
編  修  趣  意  書  

（教育基本法との対照表） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０７－２２１ 高等学校 国語科 古典探究  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教科書名 

   

 

１．編修の基本方針 

１．古典のすぐれた文章に触れることにより、言語感覚を磨き、知識と教養を身に付け、豊かな感性や情
緒を育むことができるようにした。 

２．生徒が自主的・主体的に学習活動を行うことにより、思考力・判断力・表現力を養い、自発的・創造
的な人間形成に進むことができるよう考慮した。 

３．対話的・協働的な学習活動を積み重ねることにより、さまざまな社会的要請に応え得る人間性の育成
に役立てられるようにした。 

４．人間・生命・自然などに目を向けさせ、それらが我が国の伝統的な文化の中でどのように表現されて
きたかを知ることができるように配慮した。 

５．歴史的・文化的背景を踏まえて我が国の伝統的な言語文化を捉え、生徒一人一人がその担い手である
ことを自覚させることを期した。 

 

２．対照表 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

古文編 ・古典としてすぐれた作品を採録し、作品の鑑賞を
通して、豊かな情操と道徳心を養うことができ
るよう配慮した（第１号）。 

・主として随筆・評論教材を通して、真理を探究す
る人間のさまざまなありようを示すことによっ
て、生徒の人間性・社会性の涵養に働きかけられ
る題材を採録した（第１号）。 

・「古典のしるべ」を適宜設定し、興味・関心に応
じて知識と教養を広げられるようにするととも
に、生徒を読書へ誘うようにした（第１号）。 

 
・「参考図録」を適宜設定し、古文の読解に必要な
知識を身に付けるとともに、伝統と文化に親し
めるように配慮した（第１号・第５号）。 

p.12～260 
 
 
p.22～33 p.136～137 
p.218～222 p.224～229 
p.248～260 
 
p.20 p.44 p.56 p.74 p.90 
p.105～106 p.120 p.130 
p.153 p.168 p.216 p.223 
p.230 p.260 
p.70～73 p.88～89 
p.118～119 

・「言語活動」を通して、主体性を発揮して課題に
取り組めるようにした（第２号）。 

p.14～15 p.34 p.49 p.69 
p.116～117 p.134 p.151～152 
p.154 p.167 p.174～175 
p.176～179 p.222 p.234 
p.246 

・古典における人間関係や社会理念に深く関わる
題材を採録し、生徒が現代にも共通する問題と
して考えを深められるようにした（第３号）。 

p.12～19 p.22～33 p.36～43 
p.58～68 p.75～87 p.92～99 
p.102～104 p.136～142 
p.144～150 p.156～166 
p.170～215 p.232～245 

・古代の戦乱を取り上げた題材を採録し、人間の感
情の普遍性を読み取ることによって、生徒が倫
理や道徳の問題を現実に即して考察できるよう
配慮した（第４号）。 

・生命や自然に深く関わる題材を採録し、生命・自
然を尊重する態度を養うとともに、生徒が自ら
の問題として考えを深めることができるよう配
慮した（第４号）。 

p.100～101 p.108～115 
 
 
 
p.16～17 p.22～23 p.26～27 
p.32～33 p.46～47 p.50～51 
p.122～129 p.131～133 
p.164～166 

・主として評論教材を通して、生徒が先人にならっ
て言語文化に対する考えを深められるようにし
た（第５号）。 

p.96～99 p.218～221 
p.224～229 p.248～260 
 



・各単元の扉に作品・作者などに関する解説欄を設
けるとともに、「言語活動」において我が国の伝
統的な文化を解説することにより、興味・関心を
喚起できるようにした（第５号）。 

p.11 p.21 p.35 p.45 p.49 
p.57 p.91 p.107 p.121 
p.134 p.135 p.143 p.154 
p.155 p.167 p.169 p.217 
p.231 p.234 p.246 p.247 

漢文編 

 

・古典としてすぐれた作品を採録し、作品の鑑賞を
通して、豊かな情操と道徳心を養うことができ
るよう配慮した（第１号）。 

・主として思想教材を通して、真理を探究する人間
のさまざまなありようを示すことによって、生
徒の人間性・社会性の涵養に働きかけられる題
材を採録した（第１号）。 

・「古典のしるべ」を適宜設定し、興味・関心に応
じて知識と教養を広げられるようにするととも
に、生徒を読書へ誘うようにした（第１号）。 

・「参考図録」を適宜設定し、漢文の読解に必要な
知識を身に付けるとともに、伝統と文化に親し
めるように配慮した（第１号・第５号）。 

p.262～391 
 
 
p.332～339 p.374～379 
 
 
 
p.278 p.330 p.380 p.392 
 
 
p.302～303 

・「言語活動」を通して、主体性を発揮して課題に
取り組めるようにした（第２号）。 

p.266 p.274～275 p.286 
p.304 p.312～313 p.314～316  
p.327～329 p.339 p.340 
p.348 p.358 p.371～372 

・古典における人間関係や社会理念に深く関わる
題材を採録し、生徒が現代にも共通する問題と
して考えを深められるようにした（第３号）。 

p.280～285 p.310～311 
p.318～326 p.350～357 

・古代の戦乱を取り上げた題材を採録し、人間の感
情の普遍性を読み取ることによって、生徒が倫
理や道徳の問題を現実に即して考察できるよう
配慮した（第４号）。 

・生命や自然に深く関わる題材を採録し、生命・自
然を尊重する態度を養うとともに、生徒が自ら
の問題として考えを深めることができるよう配
慮した（第４号）。 

p.263 p.268～273 p.276～277 
p.288～301 p.342～343 
p.382～391 
 
p.306～309 p.346～347 

・主として故事・寓話教材を通して、生徒が先人に
ならって言語文化に対する考えを深められるよ
うにした（第５号）。 

・各単元の扉に作品・作者などに関する解説欄を設
けるとともに、「言語活動」において我が国の言
語文化に影響を与えた中国の伝統的な文化を解
説することにより、興味・関心を喚起できるよう
にした（第５号）。 

p.262～265 
 
 
p.261 p.267 p.279 p.286 
p.287 p.305 p.314～316 
p.317 p.331 p.340 p.341 
p.349 p.359 p.371 p.373 
p.381 

資料編等 ・資料編に「文語文法要覧」「漢文基本句形一覧」
等を用意し、古典の読解に必要な知識を身に付
けることができるようにした（第１号）。 

・資料編に「古典文学史年表」「中国文化史年表」
を、見返・巻末に「図録」「地図」等を設けて写
真・図版を掲載し、古典の読解に必要な知識を身
に付けるとともに、伝統と文化に親しめるよう
に配慮した（第１号・第５号）。 

p.406～425 
 
 
見返 p.394～405 巻末１～25 
 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・第二条第３号及び、学校教育法第５１条１号「国家及び社会の形成者として必要な資質を養うこと」、
また、第３号「社会について、広く深い理解と健全な批判力を養い、社会の発展に寄与する態度を養う
こと」を踏まえ、各教材の最後に「学習の手引き」「言葉の手引き」といった課題を用意し、発表や話
し合いを含む多様な学習活動を設定した。教材の内容や構成などについて理解を深め、自らの考えを的
確に表現する資質・能力を養うとともに、生徒相互の意見交流を通じて、多角的で客観性のある批判的
思考能力を養えるよう配慮した。 

・書体にユニバーサルデザインフォントを取り入れたほか、カラーユニバーサルデザインにも配慮し、す

べての生徒にとって学びやすい紙面となるよう配慮した。 

  



編  修  趣  意  書  

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０７－２２１ 高等学校 国語科 古典探究  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教科書名 

   

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

①単元構成・教材選定 

・「言語文化」で育成された資質・能力をさらに推し進め、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像

したりする力を伸ばすために、読むことの資質・能力を伸ばすための学びと、我が国の言語文化に対する

理解を深めるための学びとが、それぞれ系統的に行えるように教材を配置した。 

・教育現場の意見・要望を尊重し、学習指導の実態に即応できるよう、古文編と漢文編の合冊形態とした。

それぞれの内は学習段階を考慮して二部構成とし、各部は文種(ジャンル）を基本にした単元構成とした。 

・古文、漢文の教材の選定にあたっては、生徒の発達段階を考慮して、高校生として知っておくべき評価の

定まった作品から、文種、長短、難易などに配慮しつつ厳選することを旨とした。 

・日本漢詩を取り上げて、我が国の文化と中国の文化との関係について理解を深められるようにした。 

・古文の評論や漢文の思想を取り上げて、古典の学習においても文学的文章に偏ることなく、論理的思考力

を伸ばすことのできる教材を用意した。 

・各単元の扉に、該当単元の教材で何を学ぶかを「学習のねらい」として示し、教材の意図を学習者全体で

共有しながら学びに取り組むことができるようにした。 →「生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を

図る」ための配慮。 

②[知識及び技能]への対応 

・古文で「言葉の手引き」を設定したり、「重要古語」（古文）や「基本句形」（漢文）を抽出したりして、

「Ａ 読むこと」の内容と関連づけながら、古語の意味や、文語・訓読のきまりなどの知識を深めるとと

もに、文脈の中で語感を磨き、語彙を豊かにできるようにした。 

・「古典のしるべ」に、採録した古典に関連する、解説・現代語訳などの書籍を紹介し、主体的な読書へ導

くことができるようにした。 

・巻末に「資料編」を、巻頭・巻末に「図録」「地図」等を用意し、豊富な資料や写真・図版を掲載して、

知識をより深めるための一助とした。 

③[思考力、判断力、表現力等]への対応 

・「Ａ 読むこと」に関しては、脚注の「問」、および「学習の手引き」の課題設定によって、作品の内容理

解を深め、興味を広げることができるようにした。 

 ＊「問」は、本文を解釈するうえでポイントとなる箇所に、内容理解を確認する目的で示した。 

＊「学習の手引き」は、文章全体の構成や展開の把握、「学習のねらい」に沿った内容の解釈を基本とし

て、生徒のものの見方、感じ方、考え方を広げたり深めたりできる設問を用意し、発表したり話し合っ

たり文章にまとめたりといった活動ができるようにした。 

・「学習の手引き」とは別に、「Ａ 読むこと」の言語活動が十分行われることを企図して、「言語活動」を

随所に設定し、生徒の主体的・対話的で深い学びを促した（エ【朗読】については「和歌・俳諧」の「学

習の手引き」で対応した）。 

ア【内容、形式】p.14～15 p.69 p.167 p.176～179 p.304 

イ【読み比べ】 p.34 p.151～152 p.174～175 p.176～179 p.222 p.274～275 p.286 

 p.312～313 p.327～329 p.339 p.348 p.358 p.371～372 

ウ【創作】   p.134 p.314～316 

オ【調査、報告】p.69 p.154 p.176～179 p.234 p.246 p.266 p.286 

カ【言葉の変遷】p.49 p.116～117 

キ【名句・名言】p.340 
 



2．対照表

該当箇所

部 単元 教材 ⑴ ⑵ 読むこと⑴ 読むこと⑵

説話（一） 古今著聞集　 ア・エ イ ア・イ ア p.12-p.13

〔言語活動〕小式部内侍と和泉式部 　 エ キ ア p.14-p.15

沙石集 ア イ ア・イ・ウ ア p.16-p.17

今物語　 ア イ ア・イ・ウ ア p.18-p.19

〔古典のしるべ〕仏教と世俗の伝承、そして説話
文学の世界

イ ア p.20

随筆（一） 徒然草 ア・エ ア・イ ア・イ・ウ・オ・カ・キ ア・イ p.22-p.29

方丈記　 ア・イ・エ ア・イ・エ ア・イ・ウ・オ・カ・キ ア・イ・オ p.30-p.33

〔言語活動〕　無常観の表現 イ・エ ア イ・エ・オ・カ・キ・ク イ p.34

物語（一） 伊勢物語 ア・イ・エ イ ア・イ ア p.36-p.41

大和物語　 ア・イ イ ア・イ・ウ ア p.42-p.43

〔古典のしるべ〕平安時代前期の物語文学 イ ア p.44
随筆（二） 枕草子 ア・イ ア・イ・エ ア・イ・オ・キ ア・イ p.46-p.55

〔言語活動〕古語と現代語を比較する ア ウ ク カ p.49

〔古典のしるべ〕三大随筆の文学史とその多彩な
世界

イ ア p.56

物語（二） 源氏物語 ア イ ア・イ ア p.58-p.68

〔言語活動〕 『源氏物語』と政治 　 エ エ・キ ア・オ p.69

〔古典のしるべ〕天皇・后妃の呼称 ア p.74

大鏡 ア・イ イ ア・イ・ウ ア p.75-p.87

〔古典のしるべ〕歴史物語の登場 イ ア p.90

日記（一） 紫式部日記 ア イ イ・ウ ア p.92-p.95

更級日記 ア イ ア・イ ア p.96-p.99

建礼門院右京大夫集 ア イ ア・イ ア p.100-p.101

十六夜日記 ア・エ イ・エ ア・イ・ウ・エ ア・イ p.102-p.104

〔古典のしるべ〕「日記文学」の時代 イ ア p.105

物語（三） 平家物語 ア・イ・エ イ ア・イ・カ ア p.108-p.115

〔言語活動〕読み比べる・平家物語 イ ア・イ・ウ・エ エ・オ・キ カ p.116-p.117

〔古典のしるべ〕軍記物語の成立と展開 イ ア p.120

和歌・俳諧 万葉集 イ・エ ア・イ ア・イ ア・エ p.122-p.124

古今和歌集 イ・エ ア・イ ア・イ ア p.125-p.127

新古今和歌集 イ・エ ア・イ ア・イ ア p.128-p.129

〔古典のしるべ〕和歌の歌風・特色の移り変わり イ・エ ア p.130

春夏秋冬 イ・エ ア・イ ア・イ ア・エ p.131-p.133

〔言語活動〕切れ字を使って俳句を作る エ ア・イ オ ウ p.134

説話（二） 発心集 ア イ ア・イ・カ ア p.136-p.137

今昔物語集 ア イ ア・イ ア p.138-p.139

宇治拾遺物語 ア イ ア・イ ア・ウ p.140-p.142

随筆（三） 枕草子 ア ア・イ ア・イ ア p.144-p.150

〔言語活動〕読み比べる・十訓抄 ア ア・エ イ・ウ・エ・キ・ク イ p.151-p.152

〔古典のしるべ〕摂関政治と女房、文学 ア・エ p.153

〔言語活動〕貴族の生活と年中行事 　 ア オ・ク オ p.154

日記（二） 蜻蛉日記 ア・イ イ イ・カ ア p.156-p.159

和泉式部日記 ア イ イ・カ ア p.160-p.163

讃岐典侍日記 ア イ ア・イ ア p.164-p.166

〔言語活動〕平安時代の結婚 　 ア イ・エ・オ・カ・キ ア p.167

〔古典のしるべ〕平安時代の婚姻関係と恋愛 ア・エ p.168

物語（四） 源氏物語 ア・エ ア・イ ア・イ ア・イ p.170-p.211

〔言語活動〕読み比べる・江談抄 ア エ ウ・エ・キ イ p.174-p.175

〔言語活動〕読み比べる・夕顔（江國香織） エ エ ウ・キ ア・イ・オ p.176-p.179
とりかへばや物語 ア・エ イ ア・イ ア p.212-p.215
〔古典のしるべ〕『源氏物語』以降の物語 イ ア p.216

評論（一） 無名草子 ア・ウ イ ア・イ ア p.218-p.221

〔言語活動〕読み比べる・紫式部日記 ア エ キ イ p.222

〔古典のしるべ〕清少納言と紫式部 ア p.223

俊頼髄脳 ア・ウ・エ イ ア・イ ア p.224-p.225

無名抄 ア イ ア・イ・ウ ア p.226-p.227

毎月抄 ア・エ イ ア・イ ア p.228-p.229

〔古典のしるべ〕多様な評論 イ ア p.230

物語（五） 大鏡 ア・ウ ア・イ ア・イ・ウ ア p.234-p.245

〔言語活動〕菅原道真の祟りを調べる 　 エ キ オ p.234

〔言語活動〕貴族の呼び名―官職と位階― 　 ア エ・オ オ p.246

評論（二） 風姿花伝 ア イ ア・イ・カ ア p.248-p.250

去来抄 ア・エ イ ア・イ ア p.251-p.253

三冊子 ア・エ イ ア・イ ア p.254-p.255

難波土産 ア イ イ・オ・カ ア p.256-p.257

源氏物語玉の小櫛 ア イ ア・イ ア p258-p.259

〔古典のしるべ〕もののあはれ論の位置 エ ア p.260

配
当
時
数

図書の構成・内容
知識及び技能

学習指導要領の内容

思考力・表現力・判断力等

古
文
編
・
第
Ⅰ
部

古
文
編
・
第
Ⅱ
部



該当箇所

部 単元 教材 ⑴ ⑵ 読むこと⑴ 読むこと⑵

故事・寓話 推敲 ア ア・イ・ウ ア・ウ ア p.262

呉越同舟 ア ア・イ・ウ ア・ウ ア p.263

嬰逆鱗 ア ア・イ・ウ ア・ウ ア p.264

知音 ア ア・イ・ウ ア・ウ ア p.265

〔言語活動〕友情に関する故事 ア ア・ウ・エ カ・キ・ク オ p.266

古代の史話 鼓腹撃壌 ア・イ・エ ア・イ ア・イ・ウ ア p.268-p.269

莫敢飾詐 ア ア・イ ア・ウ・エ ア p.270-p.271

鶏鳴狗盗 ア ア・イ ア・ウ・エ ア p.272-p.273

〔言語活動〕読み比べる・王安石「読孟嘗君伝」　 ア エ ウ・エ・キ・ク イ p.274-p.275

背水之陣 ア・イ ア・イ ア・ウ ア p.276-p.277

〔古典のしるべ〕中国の歴史書 イ エ p.278

名家の文章 雑説 ア・ウ・エ ア・イ ア・イ・ウ ア p.280-p.281

黔之驢 ア ア・イ ア・ウ・エ・カ ア p.282-p.283

売油翁 ア・エ ア・イ ア・イ・ウ・エ・オ ア p.284-p.285

〔言語活動〕唐宋八大家について調べる イ・エ ア エ・ク イ・オ p.286

項羽と劉邦 鴻門之会 ア ア・イ ア・ウ・カ ア p.288-p.296

四面楚歌 ア ア・イ ア・ウ・カ ア p.297-p.301

〔言語活動〕劉邦の人物像 エ エ・カ・ク ア p.304

漢詩の鑑賞 中国の詩 イ・エ ア・イ ア・イ・ウ・カ ア p.306-p.309

日本の詩 イ・エ ア・イ ア・イ・ウ・カ ア p.310-p.311

〔言語活動〕菅原道真と白居易 ア・エ ア・エ イ・エ・キ・ク イ p.312-p.313

〔言語活動〕漢詩の字句や構成を考える イ・ウ・エ ア ア・イ ウ p.314-p.316

不思議な世界 織女 ア・イ ア・イ ア・ウ・オ ア p.318-p.319

売鬼 ア ア・イ ア・ウ・オ ア p.320-p.321

買粉児 ア・イ ア・イ ア・ウ・カ ア p.322-p.323

酒虫 ア・イ ア・イ ア・ウ・オ ア p.324-p.326

〔言語活動〕読み比べる・芥川龍之介「酒虫」 ア・エ エ・キ・ク イ p.327-p.329

〔古典のしるべ〕小説の伝統 イ エ p.330

儒家の思想 論語 ア・イ ア・イ ア・オ・カ ア p.332-p.335

孟子 ア・イ ア・イ ア・ウ・カ ア p.336-p.338

〔言語活動〕読み比べる・『荀子』 ア エ ウ・エ・キ・ク イ p.339

〔言語活動〕名句・名言について調べる ア・ウ オ・ク キ p.340

逸話 不顧後患 ア ア・イ ア・ウ・カ ア p.342-p.343

不若人有其宝 ア ア・イ ア・ウ・カ ア p.344-p.345

不死之道 ア ア・イ ア・ウ・カ ア p.346-p.347

〔言語活動〕螳螂の故事 ア ア・ウ・エ エ・オ・キ イ p.348

諸家の文章 漁父辞 ア・エ ア・イ ア・イ・ウ ア p.350-p.351

春夜宴従弟桃花園序 ア・イ・エ ア・イ ア・イ・ウ・カ ア p.352-p.353

捕蛇者説 ア ア・イ ア・ウ ア p.354-p.357

〔言語活動〕読み比べる・『礼記』 ア エ ウ・エ・キ・ク イ p.358

漢詩の鑑賞 古体の詩 イ・エ ア・イ ア・イ・ウ・カ ア p.360-p.370

〔言語活動〕『源氏物語』と『白氏文集』 ア・エ ア・エ エ・キ・ク イ p.371-p.372

道家・法家の思想 老子 ア・イ ア・イ ア・ウ・カ ア p.374-p.375

荘子 ア・イ ア・イ ア・ウ・カ ア p.376-p.377

韓非子 ア・イ ア・イ ア・ウ・カ ア p.378-p.379

〔古典のしるべ〕諸子百家 イ エ p.380

史記の群像 管鮑之交 ア ア・イ ア・ウ ア p.382-p.385

荊軻 ア・イ・エ ア・イ ア・イ・ウ・エ ア p.386-p.391

〔古典のしるべ〕『史記』を読む楽しみ エ p.392

計

漢
文
編
・
第
Ⅰ
部

漢
文
編
・
第
Ⅱ
部

知識及び技能 思考力・表現力・判断力等
図書の構成・内容

学習指導要領の内容 配
当
時
数



別 多
反

帝 給
は
り

初
恋

御 忠
見

兼
盛

俊
頼

源 通
俊

埋
ま
れ
ぬ

衣 失
せ
て

誰 侍
り

孫 入
集

生
野

公
任

丹
後
守

寛
仁

冷
泉

道
貞

十
訓
抄

天
橋
立

直
衣

出
で
て

御
簾

局 定
頼

歌
合

妻 保
昌

和
泉
式
部

小
式
部
内
侍

信
実

藤
原

雑
談
集

沙
石
集

随
身

成
季

蔵
人 漢

 
字

べ
ち

た
へ
ん

み
か
ど

た
ま
は
り

は
じ
め
の
こ
ひ

み た
だ
み

か
ね
も
り

と
し
よ
り

み
な
も
と
の

み
ち
と
し

う
づ
ま
れ
ぬ

き
ぬ

う
せ
て

た
れ

は
べ
り

む
ま
ご

に
っ

し
ゅ

う

い
く
の

き
ん
と
う

た
ん
ご
の
か
み

か
ん
に
ん

れ
い
ぜ
い

み
ち
さ
だ

じ
っ

き
ん
し
ょ

う

あ
ま
の
は
し
だ
て

な
ほ
し

い
で
て

み
す

つ
ぼ
ね

さ
だ
よ
り

う
た
あ
は
せ

め や
す
ま
さ

い
づ
み
し
き
ぶ

こ
し
き
ぶ
の
な
い
し

の
ぶ
ざ
ね

ふ
じ
わ
ら
の

ぞ
う
た
ん
し
ゅ

う

し
ゃ

せ
き
し
ゅ

う

ず
い
じ
ん

な
り
す
え

く
ろ
う
ど

音
 
 
訓

16 16 16 16 16 16 16 16 15 15 15 15 15 15 15 15 15 14 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 11 11 11 11 11 11 11 頁

御
族

飛
鳥
川

辱 則
ち

寿
け
れ

淮
南
子

陽 四
十

一
年

煙 奇
特

違
ふ

虚
言

観
れ

為
に

不 処 何
れ
の

狩
野

少
時

住
ま
る

東 長
明

寄
人

後
鳥
羽

建
暦

兼
好

卜
部

徒
然
草

為
憲

景
戒

隆
国

龍
之
介

寝
殿
造

給
び

領
る

牛
車

候
ふ

経 近
衛
府

公
卿

壬
生

平
漢
 
字

お
ん
ぞ
う

あ
す
か
が
は

は
ぢ

す
な
は
ち

い
の
ち
な
が
け
れ

え
な
ん
じ

ひ よ
そ
ぢ

ひ
と
と
せ

け
ぶ
り

き
ど
く

た
が
ふ

そ
ら
ご
と

み
れ

た
め
に

ず と
こ
ろ

い
づ
れ
の

か
の
う

し
ば
ら
く

と
ど
ま
る

ひ
ん
が
し

な
が
あ
き
ら

よ
り
ゅ

う
ど

ご
と
ば

け
ん
り
ゃ

く

か
ね
よ
し

う
ら
べ

つ
れ
づ
れ
ぐ
さ

た
め
の
り

き
ょ

う
か
い

た
か
く
に

り
ゅ

う
の
す
け

し
ん
で
ん
づ
く
り

た
び

し
る

ぎ
っ

し
ゃ

さ
う
ら
ふ

ふ こ
の
え
ふ

く
ぎ
ょ

う

み
ぶ
の

た
い
ら
の

音
 
 
訓

28 28 27 27 27 26 26 26 26 26 25 25 24 23 22 22 22 22 22 22 22 22 21 21 21 21 21 21 21 20 20 20 20 19 19 19 18 18 18 16 16 16 16 頁

国
経

高
子

順
子

邸 築
地

築
き

築
地

童 東 融 信
夫

陸
奥

忍
草

狩
衣

垣
間
見

春
日

平
城

初
冠

業
平

在
原

伊
勢

西
洞
院

東
洞
院

太
政
大
臣

七
珍
万
宝

富
小
路

朱
雀

西
北

東
南

予 広
周

誰 朝 去
年

法
華
経

阿
弥
陀

大
江

留
ま
り

哀
し
み

幾
か

言
は

兼
行

後
見 漢

 
字

く
に
つ
ね

た
か
い
こ

の
ぶ
こ

や
し
き

つ
い
じ

つ
き

つ
い
ひ
ぢ

わ
ら
は

ひ
む
が
し

と
お
る

し
の
ぶ

む
つ

し
の
ぶ
ぐ
さ

か
り
ぎ
ぬ

か
い
ま
み

か
す
が

な
ら

う
ひ
か
う
ぶ
り

な
り
ひ
ら

あ
り
わ
ら
の

い
せ

に
し
の
と
う
い
ん

ひ
が
し
の
と
う
い
ん

だ
い
じ
ょ

う
だ
い
じ
ん

し
つ
ち
ん
ま
ん
ぽ
う

と
み
の
こ
う
ぢ

す
ざ
く

い
ぬ
ゐ

た
つ
み

わ
れ

ひ
ろ
か
ね

た あ
し
た

こ
ぞ

ほ
け
き
ょ

う

あ
み
だ

お
お
え
の

と
ど
ま
り

か
な
し
み

い
く
た
び
か

も
の
い
は

か
ね
ゆ
き

う
し
ろ
み

音
 
 
訓

39 38 38 38 38 38 38 38 38 37 36 36 36 36 36 36 36 36 35 35 35 33 33 33 32 32 32 32 32 32 30 30 30 30 29 29 28 28 28 28 28 28 28 頁

音
訓
一
覧
表



文
屋

宿
直
物

単 生
絹

母
屋

黄
朽
葉

倒
れ

前
栽

透
垣

野
分

県
召

下
衆

上
達
部

前
駆

司 乳
児

網
代

長
恨
歌

梨
花

唐
土

愛
敬

則
光

清
原

枕
草
子

貞
文

落
窪

祖 来 寝 冠
着
山

千
曲

給
び

所
狭
が
り

更
級

信
濃

姥
捨

貞
観

候
ひ

睦
月

御
髪

大
殿
籠
ら

翁 右
馬
頭

基
経 漢

 
字

ふ
ん
や
の

と
の
ゐ
も
の

ひ
と
へ

す
ず
し

も
や

き
く
ち
ば

た
ふ
れ

せ
ん
ざ
い

す
い
が
い

の
わ
き

あ
が
た
め
し

げ
す

か
ん
だ
ち
め

さ
き

つ
か
さ

ち
ご

あ
じ
ろ

ち
ょ

う
ご
ん
か

り
く
わ

も
ろ
こ
し

あ
い
ぎ
や
う

の
り
み
つ

き
よ
は
ら
の

ま
く
ら
の
そ
う
し

さ
だ
ふ
ん

お
ち
く
ぼ

お
や

き い か
む
り
き
や
ま

ち
く
ま

た
う
び

と
こ
ろ
せ
が
り

さ
ら
し
な

し
な
の

を
ば
す
て

じ
ょ

う
が
ん

さ
ぶ
ら
ひ

む
つ
き

み
ぐ
し

お
ほ
と
の
ご
も
ら

お
き
な

う
ま
の
か
み

も
と
つ
ね

音
 
 
訓

51 50 50 50 50 50 50 50 50 50 48 48 48 48 48 48 48 47 47 46 46 45 45 45 44 44 44 44 43 42 42 42 42 42 42 42 41 41 41 41 40 40 40 39 頁

例 后 母
后

先
帝

御
息
所

入
内

高
麗
人

淑
景
舎

皇
女

軽
き

上
衆

男
皇
子

一
の
皇
子

御
時

夏
山
繁
樹

大
宅
世
継

宣
孝

夢
浮
橋

匂
宮

薫 雲
隠

藤
裏
葉

光
源
氏

慮
っ

て

外
山

伏
見

僧
正

陰
陽

蔵
人
頭

額 紙
屋
紙

職 頭
弁

右
近
衛

典
侍

尚
侍

内
侍
司

掌
侍

左
兵
衛
督

長
保

俊
賢

御
前

主
殿
寮

康
秀 漢

 
字

た
め
し

き
さ
い

は
は
き
さ
き

せ
ん
だ
い

み
や
す
ど
こ
ろ

じ
ゅ

だ
い

こ
ま
う
ど

し
げ
い
し
ゃ

み
こ

か
ろ
き

じ
ょ

う
ず

を
の
こ
み
こ

い
ち
の
み
こ

お
ほ
ん
と
き

な
つ
や
ま
の
し
げ
き

お
お
や
け
の
よ
つ
ぎ

の
ぶ
た
か

ゆ
め
の
う
き
は
し

に
お
う
み
や

か
お
る

く
も
が
く
れ

ふ
じ
の
う
ら
ば

ひ
か
る
げ
ん
じ

お
も
ん
ぱ
か
っ

て

と
や
ま

ふ
し
み

そ
う
じ
ょ

う

お
ん
み
ょ

う

く
ろ
う
ど
の
と
う

ぬ
か

か
う
や
が
み

し
き

と
う
の
べ
ん

う
こ
ん
え
の

な
い
し
の
す
け

な
い
し
の
か
み

な
い
し
の
つ
か
さ

な
い
し
の
じ
ょ

う

さ
ひ
や
う
ゑ
の
か
み

ち
ょ

う
ほ
う

と
し
か
た

お
ま
へ

と
の
も
づ
か
さ

や
す
ひ
で

音
 
 
訓

62 61 61 61 61 61 61 60 60 59 59 59 58 58 57 57 57 57 57 57 57 57 57 56 56 56 55 54 54 54 54 54 54 53 53 53 53 53 53 52 52 52 52 51 頁

中
関
白
殿

申
し
て

証
な
き

宴 従
者

益
な
し

君
達

塗
籠

仁
寿
殿

豊
楽
院

今
宵

猛
く

姓 大
犬
丸

絵
詞

承
平

小
舎
人
童

蔵
人

太
政
大
臣

黄
泉
路

対
面

菩
提
講

雲
林
院

団
扇

光
吉

消
息

按
察
使

聖 僧
都

髪
ざ
し

薫
き
し
め
る

伏
籠

犬
君

山
吹

襲 乳
母
子

脇
息

惟
光
の
朝
臣

輝
く

飛
香
舎

切
に

内
裏

兄
弟

列
漢
 
字

な
か
の
く
わ
ん
ぱ
く
ど
の

ま
し
て

そ
う
な
き

う
た
げ

ず
さ

や
く
な
し

き
ん
だ
ち

ぬ
り
ご
め

じ
じ
ゆ
う
で
ん

ぶ
ら
く
ゐ
ん

こ
よ
ひ

た
け
く

さ
う

お
ほ
い
ぬ
ま
ろ

え
こ
と
ば

じ
ょ

う
へ
い

こ
ど
ね
り
わ
ら
は

く
ら
う
ど
の

だ
い
じ
や
う
の
お
と
ど

よ
み
ぢ

た
い
め

ぼ
だ
い
こ
う

う
り
ん
ゐ
ん

う
ち
わ

み
つ
よ
し

せ
う
そ
こ

あ
ぜ
ち

ひ
じ
り

そ
う
づ

か
ん
ざ
し

た
き
し
め
る

ふ
せ
ご

い
ぬ
き

や
ま
ぶ
き

か
さ
ね

め
の
と
ご

け
ふ
そ
く

こ
れ
み
つ
の
あ
そ
む

か
か
や
く

ひ
ぎ
ょ

う
し
ゃ

せ
ち
に

う
ち

せ
う
と

つ
ら

音
 
 
訓

79 79 79 78 78 78 78 78 78 78 78 78 76 76 76 75 75 75 75 75 75 75 75 71 67 67 66 66 66 66 65 65 65 65 64 64 64 64 63 62 62 62 62 62 頁



霧
り

継
母

惟
規

書 才 日
本
紀

具
平

敦
成

中
務
の
宮

尿 御
座

冷
泉
為
相

伊
行
女

資
盛

夜
の
寝
覚

道
真

上
総

菅
原
孝
標
女

増
鏡

赤
染
衛
門

栄
花

六
国
史

大
宰
権
帥

伊
周

故 中
心

饗
応

帥
殿

町 一
尺

辺 武
者

案
内

安
倍

懐
仁

破
り

天
叢
雲
剣

勾
玉

元
慶
寺

山
科

春
宮

神
璽

丙
戌

高
御
座

漢
 
字

き
り

ま
ま
は
は

の
ぶ
の
り

ふ
み

ざ
え

に
ほ
ん
ぎ

と
も
ひ
ら

あ
つ
ひ
ら

な
か
つ
か
さ
の
み
や

し
と

お
ま
し

れ
い
ぜ
い
た
め
す
け

こ
れ
ゆ
き
の
む
す
め

す
け
も
り

よ
る
の
ね
ざ
め

み
ち
ざ
ね

か
ず
さ

す
が
わ
ら
の
た
か
す
え
の
む

す
め

ま
す
か
が
み

あ
か
ぞ
め
え
も
ん

え
い
が

り
っ

こ
く
し

だ
ざ
い
の
ご
ん
の
そ
ち

こ
れ
ち
か

け な
か
ら

き
や
う
よ
う

そ
ち
ど
の

ま
ち
の

ひ
と
さ
く

わ
た
り

む
さ

あ
な
い

あ
べ
の

や
す
ひ
と

や
り

あ
め
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ

ま
が
た
ま

が
ん
ぎ
ょ

う
じ

や
ま
し
な

と
う
ぐ
う

し
ん
し

ひ
の
え
い
ぬ

た
か
み
く
ら

音
 
 
訓

96 96 95 95 94 94 92 92 92 92 92 91 91 91 91 91 91 91 90 90 90 90 86 86 86 86 86 86 85 84 84 84 84 83 83 83 82 82 82 82 82 82 82 80 頁

大
音
声

柄 屛
風

判
官

下
関

大
長
刀

直
垂

能
登
守
教
経

能
登

重
衡

知
盛

教
盛

重
盛

近
江
大
津
宮

暮
の

甲 候
ふ

疎
略

体 三
位

薩
摩
守

忠
度

理 祇
園
精
舎

信
濃
前
司
行
長

詞
書

建
礼
門
院
右
京
大

夫 成
尋
阿
闍
梨
母

後
深
草
院

十
六
夜

讃
岐
典
侍

道
綱
母

土
佐
守

衝
立

黄
楊

興
津

東
下
り

遠
江

手
越

深
山

太
秦

下
総

上
総
介

常
陸 漢

 
字

だ
い
お
ん
じ
や
う

つ
か

び
ょ

う
ぶ

は
う
ぐ
わ
ん

し
も
の
せ
き

お
ほ
な
ぎ
な
た

ひ
た
た
れ

の
と
の
か
み
の
り
つ
ね

の
と

し
げ
ひ
ら

と
も
も
り

の
り
も
り

し
げ
も
り

お
う
み
の
お
お
つ
の
み
や

ゆ
ふ
べ
の

か
ぶ
と

ざ
う
ら
ふ

そ
ら
く

て
い

さ
ん
み

さ
つ
ま
の
か
み

た
だ
の
り

こ
と
わ
り

ぎ
を
ん
し
や
う
じ
や

し
な
の
の
ぜ
ん
じ
ゆ
き
な
が

こ
と
ば
が
き

け
ん
れ
い
も
ん
い
ん
の
う

き
ょ

う
の
だ
い
ぶ

じ
ょ

う
じ
ん
あ
じ
ゃ

り
の
は

は ご
ふ
か
く
さ
い
ん
の

い
ざ
よ
い

さ
ぬ
き
の
す
け

み
ち
つ
な
の
は
は

と
さ
の
か
み

つ
い
た
て

つ
げ

お
き
つ

あ
ず
ま
く
だ
り

と
お
と
う
み

て
ご
し

み
や
ま

う
づ
ま
さ

し
も
つ
さ

か
ず
さ
の
す
け

ひ
た
ち 音

 
 
訓

114 113 113 113 112 112 112 112 112 111 111 111 111 110 110 110 109 109 109 108 108 108 108 108 107 106 106 106 106 106 105 105 105 103 103 103 102 102 102 101 98 97 96 96 頁

天
平
勝
宝

江
津

大
伴
家
持

依
り

清
に

小
竹

我 念
ひ

放
り

八
十
隈

荒
磯

和
多
豆

海
辺

鯨
魚

石
見

柿
本
朝
臣
人
麻
呂

聖
武

大
伴
旅
人

筑
前
守

東
近
江

木
末

際 象
山

山
部
宿
禰
赤
人

罷
る

山
上
憶
良
臣

妹 紫
草

大
海
人
皇
子

標
野

額
田
王

遊
猟

蒲
生
野

与
謝
蕪
村

曽
我

将
門

甲
斐

死
途

馬
手

弓
手

弟 剛 安
芸

安
芸
郷

漢
 
字

て
ん
ぴ
ょ

う
し
ょ

う
ほ
う

ご
う
つ

お
ほ
と
も
の
や
か
も
ち

よ
り

さ
や
に

さ
さ

あ お
も
ひ

さ
か
り

や
そ
く
ま

あ
り
そ

に
き
た
づ

う
み
へ

い
さ
な

い
は
み

か
き
の
も
と
の
あ
そ
み
ひ
と

ま
ろ

し
ょ

う
む

お
お
と
も
の
た
び
と

ち
く
ぜ
ん
の
か
み

ひ
が
し
お
う
み

こ
ぬ
れ

ま き
さ
や
ま

や
ま
べ
の
す
く
ね
あ
か
ひ
と

ま
か
る

や
ま
の
う
へ
の
お
く
ら
の
お

み い
も

む
ら
さ
き

お
お
あ
ま
の
み
こ

し
め
の

ぬ
か
た
の
お
ほ
き
み

み
か
り

か
ま
ふ
の

よ
さ
ぶ
そ
ん

そ
が

ま
さ
か
ど

か
い

し
で

め
て

ゆ
ん
で

お
と
と

か
う

あ
き

あ
き
の
が
う

音
 
 
訓

123 123 123 123 123 123 123 123 123 123 123 123 123 123 123 123 122 122 122 122 122 122 122 122 122 122 122 122 122 122 122 122 122 121 120 120 119 115 114 114 114 114 114 114 頁



希
有

股
立
ち

退
き

指
貫

微
妙

受
領

語 越
前
守

寿 験 温
み

枝
折

読
本

仰
の
け

青
海
苔

灯
籠

女
子

服
部
嵐
雪

向
井
去
来

置
土
産

井
原
西
鶴

難
波

夫 雅
経

義
清

俊
成
女

曽
禰
好
忠

隠
岐

式
子
内
親
王

延
喜

深
養
父

是
貞

遍
照

凡
河
内
躬
恒

武
士

天
地

貫
之

旋
頭
歌

丈
部
稲
麻
呂

幸
く

防
人
歌

刈
株

墾
道

信
濃
道

漢
 
字

け
う

も
も
だ
ち

の
き

さ
し
ぬ
き

み
め
う

ず
り
ょ

う

こ
と

ゑ
ち
ぜ
ん
の
か
み

い
の
ち

し
る
し

ぬ
く
み

し
お
り

よ
み
ほ
ん

あ
ふ
の
け

あ
を
の
り

と
う
ろ

を
な
ご

は
つ
と
り
ら
ん
せ
つ

む
か
ゐ
き
よ
ら
い

お
き
み
や
げ

ゐ
は
ら
さ
い
か
く

な
に
は

つ
ま

ま
さ
つ
ね

の
り
き
よ

と
し
な
り
の
む
す
め

そ
ね
の
よ
し
た
だ

お
き

し
よ
く
し
な
い
し
ん
わ
う

え
ん
ぎ

ふ
か
や
ぶ

こ
れ
さ
だ

へ
ん
ぜ
う

お
ほ
し
か
ふ
ち
の
み
つ
ね

も
の
の
ふ

あ
め
つ
ち

つ
ら
ゆ
き

せ
ど
う
か

は
せ
つ
か
べ
の
い
な
ま
ろ

さ
く

さ
き
も
り
う
た

か
り
ば
ね

は
り
み
ち

し
な
の
ぢ

音
 
 
訓

141 140 140 140 139 138 138 138 137 137 134 133 133 133 133 132 132 132 132 131 131 130 130 129 129 129 128 128 128 127 126 126 126 126 125 125 125 124 124 124 124 124 124 124 頁

築
土

悪
し

五
、

六
日

文
箱

二
、

三
日

十
月

九
月

顕
綱

雅
致
女

倫
寧
女

荷
前

六
月
祓
え

干
支

御
精
進

路
子

篤
い

看
る

炭
櫃

慶
滋
保
胤

応
に
…

し

為
す

以
つ
て

唯
だ

下
品

九
品
蓮
台

猶
ほ

尽
く

御
殿

都
良
香

響 長
押

長
女

寝 眠
た
き

衛
士

火
焼
屋

役
行
者

葛
城

顕
証

大
殿
油

摂
津
前
司

芳
年

来 字
漢
 
字

つ
い
ひ
じ

あ
し

い
つ
か
む
い
か

ふ
ば
こ

ふ
つ
か
み
か

か
み
な
づ
き

な
が
つ
き

あ
き
つ
な

ま
さ
む
ね
の
む
す
め

と
も
や
す
の
む
す
め

の
さ
き

み
な
づ
き
ば
ら
え

え
と

み
さ
う
じ

み
ち
こ

あ
つ
い

み
る

す
び
つ

よ
し
し
げ
の
や
す
た
ね

ま
さ
に
…

べ
し

な
す

も
つ
て

た
だ

げ
ぼ
ん

く
ほ
ん
れ
ん
だ
い

な
ほ

こ
と
ご
と
く

お
と
ど

み
や
こ
の
よ
し
か

ひ
び
き

な
げ
し

を
さ
め

ぬ ね
ぶ
た
き

え
じ

ひ
た
き
や

え
ん
の
ぎ
ょ

う
じ
ゃ

か
づ
ら
き

け
そ
う

お
ほ
と
な
ぶ
ら

せ
つ
つ
の
ぜ
ん
じ

よ
し
と
し

こ あ
ざ
な 音

 
 
訓

160 158 158 156 156 156 156 155 155 155 154 154 154 154 153 152 150 150 148 148 148 148 148 148 148 147 147 147 146 146 146 146 146 146 145 145 144 144 144 144 142 141 141 141 頁

続
古
今
集

神
戸

四
方

魂 帷
子

釈
迦

退
き

験
者

執
念
き

後
目

筒 副
車

口
強
く

汗
衫

網
代

妃 灯
し

河
原
院

了
ん
ぬ

能
は
ず

扶
け

件 退
り

欲
ふ

対
へ
て

物
の
怪

宿
直
奏
し

弓
弦

も
の
怖
ぢ

魔
除
け

虜 有
職
故
実

露
顕

餅 後
朝

家
範

懺
悔

大
弐
三
位

明
後
日

便
な
げ

枝 済
時

為
尊

雅
致 漢

 
字

し
ょ

く
こ
き
ん
し
ゅ

う

こ
う
べ

よ
も

た
ま

か
た
び
ら

し
ゃ

か

し
ぞ
き

げ
ん
ざ

し
ふ
ね
き

し
り
め

ど
う

ひ
と
だ
ま
ひ

く
ち
ご
は
く

か
ざ
み

あ
む
じ
ろ

き
さ
き

と
も
し

か
わ
ら
の
い
ん

を
は
ん
ぬ

あ
た
は
ず

た
す
け

く
だ
ん

ま
か
り

お
も
ふ

こ
た
へ
て

も
の
の
け

と
の
ゐ
ま
う
し

ゆ
づ
る

も
の
お
ぢ

ま
よ
け

と
り
こ

ゆ
う
そ
く
こ
じ
つ

と
こ
ろ
あ
ら
わ
し

も
ち
い

き
ぬ
ぎ
ぬ

い
え
の
り

ざ
ん
げ

だ
い
に
の
さ
ん
み

あ
さ
て

び
な
げ

え な
り
と
き

た
め
た
か

ま
さ
む
ね

音
 
 
訓

188 188 188 185 185 184 184 184 184 182 181 181 181 180 180 180 176 175 174 174 174 174 174 174 174 173 172 172 171 170 170 169 167 167 167 165 165 165 165 162 161 160 160 160 頁



宣
旨

石
上
私
淑
言

本
居
宣
長

穂
積
以
貫

三
木
貞
成

三
冊
子

通
光

昆
陽

伊
丹

冥
き

従
り

堕
ち

光
起

狭
衣

花
薄

帳 埋
も
れ

双
六

傾
き
か
か
り
て

黄
鐘
調

大
君

勝
朗

御
法

衛
門
督

蘇
芳

階 階 頰
杖

本
意

侮
ら
は
し
か
る

住
吉

屈
し
つ
る

花
散
里

秋
好

毎
に

賢
木

常
陸
介

二
千
里
外
故
人
心

前
右
近
将
監

手
鑑

民
部
大
輔

数
珠

明
石

四
、

五
人

漢
 
字

せ
ん
じ

い
そ
の
か
み
さ
さ
め
ご
と

も
と
お
り
の
り
な
が

ほ
づ
み
い
か
ん

み
き
さ
だ
し
げ

さ
ん
ぞ
う
し

み
ち
て
る

こ
や

い
た
み

く
ら
き

よ
り

お
ち

み
つ
お
き

さ
ご
ろ
も

は
な
す
す
き

と
ば
り

む
も
れ

す
ぐ
ろ
く

か
た
ぶ
き
か
か
り
て

わ
う
し
き
で
う

お
お
い
ぎ
み

か
つ
お

み
の
り

ゑ
も
ん
の
か
み

す
お
う

は
し

き
ざ
は
し

つ
ら
づ
ゑ

ほ
い

あ
な
づ
ら
は
し
か
る

す
み
よ
し

く
し
つ
る

は
な
ち
る
さ
と

あ
き
こ
の
む

ご
と
に

さ
か
き

ひ
た
ち
の
す
け

じ
せ
ん
り
の
ほ
か
こ
じ
ん
の
こ

こ
ろ

さ
き
の
う
こ
ん
の
ぞ
う

て
か
が
み

み
ん
ぶ
の
た
い
ふ

ず
ず

あ
か
し

よ
た
り
い
つ
た
り

音
 
 
訓

232 230 230 230 230 230 229 225 225 224 224 223 221 216 213 212 212 212 210 208 208 206 206 202 201 201 201 198 195 195 194 194 193 193 191 191 191 191 191 190 190 190 189 189 頁

佳
し

具
に

衝
た
る

未
だ
…

ず

作
さ
ん
と

騎
り

賈
島

呂
氏
春
秋

春
秋

韓
非
子

為
章

泥
水

空
蟬

情 皮
膜

虚 虚
実
皮
膜
論

己 出
来

栗
原
信
充

側
み
た
る

立
合

申
楽

児 童
形

賀
茂
真
淵

足
利
義
満

太
政
大
臣

宰
相
中
将

近
衛
少
将

公
信

大
山
積

昼 今
治

斉
敏

敦
敏

佐
理

辱
号

勧
請

是
れ

駅 防
府

東
風

師
輔 漢

 
字

よ
し

つ
ぶ
さ
に

あ
た
る

い
ま
だ
…

ず

な
さ
ん
と

の
り

か
た
う

り
ょ

し
し
ゅ

ん
じ
ゅ

う

し
ゅ

ん
じ
ゅ

う

か
ん
ぴ
し

た
め
あ
き
ら

ひ
ぢ
み
づ

う
つ
せ
み

こ
こ
ろ

ひ
に
く

う
そ

き
よ
じ
つ
ひ
に
く
の
ろ
ん

お
の

し
ゆ
つ
た
い

く
り
は
ら
の
ぶ
み
つ

そ
ば
み
た
る

た
ち
あ
ひ

さ
る
が
く

ち
ご

と
う
ぎ
や
う

か
も
の
ま
ぶ
ち

あ
し
か
が
よ
し
み
つ

お
お
き
お
と
ど

さ
い
し
ょ

う
の
ち
ゅ

う
じ
ょ

う こ
の
え
の
し
ょ

う
し
ょ

う

き
ん
の
ぶ
の

お
お
や
ま
づ
み
の

ひ い
ま
ば
り

た
だ
と
し

あ
つ
と
し

す
け
ま
さ

ぞ
く
が
う

か
ん
じ
ょ

う

こ
れ

む
ま
や

ほ
う
ふ

こ
ち

も
ろ
す
け

音
 
 
訓

262 262 262 262 262 262 262 261 261 261 260 259 258 258 256 256 256 255 253 251 249 249 249 249 248 247 247 246 246 246 244 241 241 240 240 240 240 238 234 234 234 233 233 232 頁

見
え
ん

納
れ

先
づ

鶏
鳴
狗
盗

誉
め

事
へ

寧
し

視 自
り

幾
ど

息
ふ

作
し

則 順
ふ

識
ら

康
衢

戴
く

茆
茨

鼓
腹
撃
壌

孟
参

好 為
に

以
為
へ
ら
く

復
た

湯
湯

若
し

方
た
り

幾
し

能
く

若
し

然
れ
ど
も

為
る

逆
鱗

遇
は

済
る

悪
む

与
は

夫
れ

可
き

敢
へ
て

者 如
し

呉
越
同
舟

遂
に 漢

 
字

ま
み
え
ん

い
れ

ま
づ

け
い
め
い
く
た
う

ほ
め

つ
か
へ

や
す
し

み よ
り

ほ
と
ん
ど

い
こ
ふ

な
し

の
り

し
た
が
ふ

し
ら

か
う
く

い
た
だ
く

ば
う
し

こ
ふ
く
げ
き
じ
や
う

も
う
し
ん

よ
し
み

た
め
に

お
も
へ
ら
く

ま
た

し
や
う
し
や
う

ご
と
し

あ
た
り

ち
か
し

よ
く

も
し

し
か
れ
ど
も

為
る

げ
き
り
ん

あ
は

わ
た
る

に
く
む

と
は

そ
れ

べ
き

あ
へ
て

は ご
と
し

ご
ゑ
つ
ど
う
し
う

つ
ひ
に 音

 
 
訓

272 272 272 272 271 270 270 270 270 270 269 269 269 269 269 268 268 268 268 267 266 265 265 265 265 265 265 264 264 264 264 264 264 263 263 263 263 263 263 263 263 263 263 262 頁



終
に

習
れ

益 且
に
…

す

蔽
れ

柳
宗
元

邪 嗚
呼

材 策
う
つ

安
く
ん
ぞ

見
は
れ

食
ふ

六
朝

倍
き

等 上 棄
て

良 疾
く

若 逐
は
ん

空
し
く

走
ぐ
る

以
ゐ
て

張
耳

所
以

尚
ほ

宜
し
く

耳 特
だ

卒
に

故 伐
ち

怨
み

食
頃

方
に

即
ち

釈
さ
る
る

蓋
し

幸
姫

抵
り

囚
へ
て

止
め 漢

 
字

つ
ひ
に

な
れ

ま
す
ま
す

ま
さ
に
…

す

か
く
れ

り
う
そ
う
げ
ん

か あ
あ

さ
い

む
ち
う
つ

い
づ
く
ん
ぞ

あ
ら
は
れ

や
し
な
ふ

り
く
ち
ょ

う

そ
む
き

ら ほ
と
り

す
て

や
や

と
く

な
ん
ぢ

お
は
ん

む
な
し
く

に
ぐ
る

ひ
き
ゐ
て

ち
や
う
じ

ゆ
ゑ
ん

な
ほ

よ
ろ
し
く

の
み

た
だ

つ
ひ
に

ゆ
ゑ

う
ち

う
ら
み

し
よ
く
け
い

ま
さ
に

す
な
は
ち

ゆ
る
さ
る
る

け
だ
し

か
う
き

い
た
り

と
ら
へ
て

と
ど
め 音

 
 
訓

282 282 282 282 282 282 281 281 280 280 280 280 280 279 277 277 277 276 276 276 276 276 276 276 276 276 274 274 274 274 274 274 274 273 273 273 273 273 273 273 272 272 272 272 頁

是 鴻
門
会

不
者
ず
ん
ば

前
み

為
り

起
ち

者 数 亜
父

与
に

留
め

環 今
者

意
は

令
む

美
姫

新
豊

曹
無
傷

虞 従
弟

行 本
紀

沈
徳
潜

清 明 唐
宋
八
家
文

魏
晋
南
北
朝

所
謂

遣
る

湿
は

徐
ろ
に

微
し
く

但
だ

中
つ
る

担 釈
き

陳
康
粛

欧
陽
脩

夫 是
く
の

向
に

止
だ

囚
り
て

勝
へ 漢

 
字

こ
こ

こ
う
も
ん
の
か
い

し
か
ら
ず
ん
ば

す
す
み

な
り

た
ち

こ
と

し
ば
し
ば

あ
ほ

と
も
に

と
ど
め

わ い
ま

お
も
は

し
む

び
き

し
ん
ぽ
う

さ
う
む
し
や
う

ぐ い
と
こ

ゆ
く
ゆ
く

ほ
ん
ぎ

し
ん
と
く
せ
ん

し
ん

み
ん

と
う
そ
う
は
っ

か
ぶ
ん

ぎ
し
ん
な
ん
ぼ
く
ち
ょ

う

い
は
ゆ
る

や
る

う
る
ほ
は

お
も
む
ろ
に

す
こ
し
く

た
だ

あ
つ
る

に お
き

ち
ん
か
う
し
ゆ
く

お
う
や
う
し
う

か
な

か
く
の

さ
き
に

た
だ

よ
り
て

た
へ

音
 
 
訓

292 291 291 291 291 291 291 291 291 291 291 290 290 290 289 289 289 289 288 288 288 287 286 286 286 286 286 285 285 285 284 284 284 284 284 284 284 284 283 283 283 282 282 282 頁

倍 毎 為
る

王
維

憶
ふ

夢
得

両
に

閑
か
な
り

頭 購
ふ

王
翳

指
し

呂
馬
童

縦
ひ

固
よ
り

非
ざ
る

亡
ぼ
す

困
し
む

行 泣 蓋
ふ

為
り

駿
馬

如
か
ず

罷
れ

安
く
に
か

間
び

度
り

操
れ
る

如
今

奈
何

如
き

須
臾

窃
か
に

故
ら
に

還
り

覆
せ

賜
へ

何
為
る

披
き

側
て

内
れ

即
ち

何
如 漢

 
字

ま
す
ま
す

ご
と

な
る

わ
う
ゐ

お
も
ふ

ぼ
う
と
く

と
も
に

し
づ
か
な
り

か
う
べ

あ
が
な
ふ

わ
う
え
い

し
め
し

り
よ
ば
ど
う

た
と
ひ

も
と
よ
り

あ
ら
ざ
る

ほ
ろ
ぼ
す

く
る
し
む

か
う

な
み
だ

お
ほ
ふ

つ
く
り

し
ゆ
ん
め

し
か
ず

つ
か
れ

い
づ
く
に
か

し
の
び

は
か
り

と
れ
る

い
ま

い
か
ん

ゆ
き

し
ゆ
ゆ

ひ
そ
か
に

こ
と
さ
ら
に

か
へ
り

ふ
せ

た
ま
へ

な
ん
す
る

ひ
ら
き

そ
ば
だ
て

い
れ

す
な
は
ち

い
か
ん 音

 
 
訓

307 307 307 307 307 306 306 306 301 301 301 301 301 300 299 299 299 299 299 299 299 298 298 297 297 295 295 295 294 294 294 293 293 293 293 293 292 292 292 292 292 292 292 292 頁



亡
す
る

随
ふ

鹿 畝 少
く
し
て

干
宝

停
む

潦
倒

苦
だ

作
り

下
ち

鳥 紅
い

晩 停
め
て

石
径

寒
山

紅 霜
葉

承
け

掃
ふ

平
仄

泰
く

便
ち

睡
り

大
宰
府

偶 常
規

残
な
は
る
る

少
に

去
け
よ

晋
帥

菅
家
後
集

好
し

須
つ

碁
局

画
き

自
づ
か
ら

幽
か
な
り

円
な
る

到
ら
ん

少
く

遍
く

処
漢
 
字

し
す
る

し
た
が
ふ

ろ
く

ぽ わ
か
く
し
て

か
ん
ぽ
う

と
ど
む

ら
う
た
う

は
な
は
だ

な
り

お
ち

て
う

あ
か
い

く
れ

と
め
て

せ
つ
け
い

か
ん
ざ
ん

く
れ
な
ゐ

さ
う
え
ふ

う
け

は
ら
ふ

ひ
ょ

う
そ
く

や
す
く

す
な
わ
ち

ね
む
り

だ
ざ
い
ふ

た
ま
た
ま

つ
ね
の
り

そ
こ
な
は
る
る

ま
れ
に

ゆ
け
よ

と
き
の
り

か
ん
け
こ
う
し
ふ

よ
し

ま
つ

き
き
よ
く

ゑ
が
き

お
の
づ
か
ら

し
づ
か
な
り

ま
ど
か
な
る

い
た
ら
ん

か
く

あ
ま
ね
く

と
き

音
 
 
訓

318 318 318 318 318 317 316 316 316 316 316 316 315 315 315 315 315 315 315 315 314 314 313 313 313 312 312 311 311 311 311 310 310 310 309 309 309 308 308 307 307 307 307 307 頁

仲
尼

黒
田
真
美
子

太
宰
治

佐
藤
春
夫

志
す

迭 遇
っ

た

肥
っ

て

益
す

適
だ

貯
へ

酬
ゆ
る

暴
か
に

許 首 須
ゐ

需
ゐ
る

累
ひ

種
う
る

負
郭

毎
に

長
山

陳
ぶ

嗚
咽

次
る

児 就
す

把
り

悦
び

恒
に

将
に
…

す
る
か
と

漸
く

往
く

径
ち
に

著
け

作
す

畏
忌

略 将
た

逓
ひ

太
だ

宛 語
げ

縁
り
て

漢
 
字

ち
ゅ

う
じ

く
ろ
だ
ま
み
こ

だ
ざ
い
お
さ
む

さ
と
う
は
る
お

し
る
す

か
た
み

あ
っ

た

ふ
と
っ

て

ま
す

た
だ

た
く
は
へ

む
く
ゆ
る

に
は
か
に

ば
か
り

か
う
べ

も
ち
ゐ

も
ち
ゐ
る

わ
づ
ら
ひ

う
う
る

ふ
く
わ
く

つ
ね
に

ち
や
う
ざ
ん

の
ぶ

を
え
つ

い
た
る

こ な
す

と
り

よ
ろ
こ
び

つ
ね
に

ま
さ
に
…

す
る
か
と

や
う
や
く

ゆ
く

た
だ
ち
に

つ
け

な
す

ゐ
き

ほ
ぼ

は
た

た
が
ひ

は
な
は
だ

ゑ
ん

つ
げ

よ
り
て 音

 
 
訓

331 330 330 330 330 328 328 327 326 326 325 325 325 324 324 324 324 324 324 324 324 324 323 323 323 323 323 322 322 322 322 322 322 321 321 321 320 320 320 320 320 320 319 319 頁

見 醒
む

清
む

与 漁
父

奚
為
れ
ぞ

差
ふ

喩
す

凡
そ

弥 和
氏

喪
ふ

者 若
か

罷
む

患
ひ

樹 弾 操
り
て

丸 懐
き

戦
国
策

宜
帝

劉
向

説
苑

畏
る

過
ち

用
つ
て

然
ら
ば

偽 行
れ
ば

下
き

信
に

諸
を

猶
ほ
…

き

遣
つ
る

征
り

交 恵
王

反
ら

汎
く

古 参 択
び 漢

 
字

る さ
む

す
む

や ぎ
ょ

ほ

な
ん
す
れ
ぞ

た
が
ふ

さ
と
す

お
よ
そ

い
よ
い
よ

く
わ
し

う
し
な
ふ

ば し
か

や
む

う
れ
ひ

き ゆ
み

と
り
て

た
ま

い
だ
き

せ
ん
ご
く
さ
く

せ
ん
て
い

り
ゅ

う
き
ょ

う

ぜ
い
え
ん

お
そ
る

あ
や
ま
ち

も
つ
て

し
か
ら
ば

ゐ や
れ
ば

ひ
く
き

ま
こ
と
に

こ
れ
を

な
ほ
…

ご
と
き

す
つ
る

と
り

こ
も
ご
も

け
い
わ
う

か
え
ら

ひ
ろ
く

い
に
し
へ

し
ん

え
ら
び 音

 
 
訓

350 350 350 350 349 347 347 347 347 345 344 344 344 344 343 343 342 342 342 342 342 341 341 341 341 340 340 339 339 339 338 338 337 337 337 337 336 336 336 335 334 334 332 332 頁



且
く

垂
ん
と
し
て

匹
ひ

故
よ
り

総
て

被
ひ

道
ふ

晩
れ

阻
し
く

宜
し
か
ら
ん

帰
ぐ

桃
夭

楽
府

檀
弓

識
せ

昔
者

壱 式
し
て

側
ら

夫
の

後
れ

歯 缶 徒
し

居
り

更
へ

貌 嗣
ぎ

当
つ

歳 肌 沈
香
亭

文
選

如
し

転
た

大
塊

召
く

以 良
に

幾
何

濯
ふ

滄
浪

湘
流

弾
き 漢

 
字

し
ば
ら
く

な
ん
な
ん
と
し
て

た
ぐ
ひ

も
と
よ
り

す
べ
て

お
ほ
ひ

い
ふ

く
れ

け
は
し
く

よ
ろ
し
か
ら
ん

と
つ
ぐ

た
う
え
う

が
ふ

だ
ん
ぐ
う

し
る
せ

む
か
し

い
つ

し
よ
く
し
て

か
た
は
ら

か
の

お
く
れ

よ
は
ひ

ふ う
つ
り
し

を
り

か
へ

か
た
ち

つ
ぎ

あ
つ

と
し

き じ
ん
こ
う
て
い

も
ん
ぜ
ん

も
し

う
た
た

た
い
く
わ
い

ま
ね
く

ゆ
ゑ

ま
こ
と
に

い
く
ば
く

あ
ら
ふ

さ
う
ら
う

し
や
う
り
う

は
じ
き 音

 
 
訓

362 362 362 362 362 362 361 361 361 360 360 360 359 358 358 358 358 358 358 357 357 356 356 356 355 355 354 354 354 354 354 352 352 352 352 352 352 352 352 352 351 351 351 350 頁

振
ひ

疑
し

死
さ
れ

畜
ふ

説
び

寧
ろ

嘗
試
み
に

不
詳

易
ふ
る

後
涼
殿

翼 筋 命
婦

期 会
ず

将
て

将
つ
て

両
つ

聞
道
く

参
差

貌 膚 偏
し

電 教
む

与
共
に
せ
ん

挑
げ

未
央

信
せ

旋
り

安
禄
山

委
て

宛
転

動
し

足
か

土 列
ぬ

粧
ひ

歓
び

度
る

女 御
宇

鄴
城

詞
漢
 
字

す
く
ひ

ち
か
し

こ
ろ
さ
れ

や
し
な
ふ

よ
ろ
こ
び

む
し
ろ

こ
こ
ろ
み
に

ふ
し
や
う

か
ふ
る

こ
う
ろ
う
で
ん

は
ね

す
ぢ

み
や
う
ぶ

と
き

か
な
ら
ず

も
て

も
つ
て

ふ
た
つ

き
く
な
ら
く

し
ん
し

か
ん
ば
せ

は
だ
へ

あ
ま
ね
し

い
な
づ
ま

し
む

と
も
に
せ
ん

か
か
げ

び
あ
う

ま
か
せ

め
ぐ
り

あ
ん
ろ
く
ざ
ん

す
て

ゑ
ん
て
ん

ど
よ
も
し

あ
か

く
に

つ
ら
ぬ

よ
そ
ほ
ひ

よ
ろ
こ
び

わ
た
る

む
す
め

ぎ
よ
う

げ
ふ
じ
や
う

こ
と
ば 音

 
 
訓

379 379 378 378 378 377 376 375 374 372 372 372 372 370 370 369 369 369 369 369 369 369 368 368 368 368 368 367 367 367 366 366 366 366 366 366 366 366 365 365 365 365 363 363 頁

出
世
景
清

虚
栗

北
畠
親
房

打
聞

順 小
野
岑
守

出
雲
国

太
安
万
侶

雅 大
木
康

廃
る

提
つ

夏
無
且

陳
な
り

尺 卒
か

環
り

発
く

陛 咸
陽

恐
懼

徴 提
げ
て

匕
首

予
め

会 頃
く

有
つ

世 顕
れ

謀 潁
上

脱
き

堂
阜

遺
り
て

距
む

詳
り

将
ゐ

陰
か

鮑
叔

召
忽

糾 管
鮑

湯
浅
邦
弘

漢
 
字

し
ゅ
っ

せ
か
げ
き
よ

み
な
し
ぐ
り

き
た
ば
た
け
ち
か
ふ
さ

う
ち
ぎ
き

し
た
ご
う

お
の
の
み
ね
も
り

い
ず
も
の
く
に

お
ほ
の
や
す
ま
ろ

み
や
び

お
お
き
や
す
し

た
ふ
る

な
げ
う
つ

か
む
し
よ

つ
ら
な
り

せ
き

に
は
か

め
ぐ
り

ひ
ら
く

き
ざ
は
し

か
ん
や
う

き
よ
う
く

ち ひ
つ
さ
げ
て

ひ
し
ゆ

あ
ら
か
じ
め

た
ま
た
ま

し
ば
ら
く

た
も
つ

よ
よ

あ
ら
は
れ

は
か
り
ご
と

え
い
じ
や
う

と
き

だ
う
ふ

お
く
り
て

こ
ば
む

い
つ
は
り

ひ
き
ゐ

ひ
そ
か

は
う
し
ゆ
く

せ
う
こ
つ

き
う

く
わ
ん
ぱ
う

ゆ
あ
さ
く
に
ひ
ろ

音
 
 
訓

400 400 399 397 396 396 395 395 394 392 391 391 391 390 390 390 390 390 389 389 389 388 388 387 387 387 386 385 385 385 384 384 384 384 383 383 382 382 382 382 382 382 382 380 頁



徒
だ

直
だ

況
ん
や

今
…

ば

遣
む

何
若

何
く
に
か

与 邪 山
茶
花

河
豚

銀
杏

南
瓜

秋
刀
魚

啄
木
鳥

案
山
子

向
日
葵

紫
陽
花

百
日
紅

海
月

蝸
牛

沈
丁
花

雲
雀

公
魚

雪
解

陽
炎

海
老

書
初

独
楽

歩
行

釣
瓶

閑
か
さ

海
道
下

洒
落

草
双
紙

戯
作

四
谷

新
花
摘

江
戸
生
艶
気
樺
焼

金
々
先
生
栄
花
夢

呉
陵
軒
可
有

手
習
鑑

国
性
爺
合
戦

世
間
子
息
気
質

漢
 
字

た
だ

た
だ

い
は
ん
や

い
ま
…

ば

し
む

い
か
ん

い
づ
く
に
か

か
／
や

か
／
や

さ
ざ
ん
か

ふ
ぐ

い
ち
ょ

う

か
ぼ
ち
ゃ

さ
ん
ま

き
つ
つ
き

か
か
し

ひ
ま
わ
り

あ
じ
さ
い

さ
る
す
べ
り

く
ら
げ

か
た
つ
む
り

じ
ん
ち
ょ

う
げ

ひ
ば
り

わ
か
さ
ぎ

ゆ
き
ど
け

か
げ
ろ
う

え
び

か
き
ぞ
め

こ
ま

か
ち

つ
る
べ

し
づ
か
さ

か
い
だ
う
く
だ
り

し
ゃ

れ

く
さ
ぞ
う
し

げ
さ
く

よ
つ
や

し
ん
は
な
つ
み

え
ど
う
ま
れ
う
わ
き
の
か
ば

や
き

き
ん
き
ん
せ
ん
せ
い
え
い
が

の
ゆ
め

ご
り
ょ

う
け
ん
あ
る
べ
し

て
な
ら
い
か
が
み

こ
く
せ
ん
や
か
っ

せ
ん

せ
け
ん
む
す
こ
か
た
ぎ

音
 
 
訓

423 423 423 422 422 421 421 420 420 419 419 419 419 419 419 419 419 419 419 419 419 419 419 419 419 419 419 419 419 419 419 419 413 401 401 401 401 401 401 401 401 401 400 400 頁



〔国語教材〕

ページ 名   称 種別 名   称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

12 古今著聞集 国語教材 日本古典文学大系84 168 橘成季 岩波書店 1966年
15 古今著聞集 国語教材 日本古典文学大系84 160～161 橘成季 岩波書店 1966年
15 後拾遺和歌集 国語教材 新日本古典文学大系8 186 和泉式部 岩波書店 1994年
15 金葉和歌集 国語教材 新日本古典文学大系9 183 和泉式部 岩波書店 1989年
16～17 沙石集 国語教材 日本古典文学大系85 240～241 無住 岩波書店 1966年
18～19 今物語 国語教材 今物語（講談社学術文庫） 69～70 未詳 講談社 1998年
22～29 徒然草 国語教材 新版　徒然草（角川ソフィア文庫） 14、33、78～80、19～20、37～38 兼好法師 KADOKAWA 2015年
30～33 方丈記 国語教材 日本古典文学大系30 23～25 鴨長明 岩波書店 1957年
36～41 伊勢物語 国語教材 新日本古典文学大系17 79～80、83～84、160～161 未詳 岩波書店 1997年
42～43 大和物語 国語教材 新編日本古典文学全集12 391～392 未詳 小学館 1994年
46～54 枕草子 国語教材 新日本古典文学大系25 50～52、28、30～31、238～240、 清少納言 岩波書店 1991年

146～147、174～175
58～67 源氏物語 国語教材 新編日本古典文学全集20 17～20、41～44、205～209 紫式部 小学館 1994年
75～86 大鏡 国語教材 新編日本古典文学全集34 13～15、21、318～321、44～47、 未詳 小学館 1996年

324～326
92～95 紫式部日記 国語教材 新編日本古典文学全集26 150～152、208～209 紫式部 小学館 1994年
96～99 更級日記 国語教材 新編日本古典文学全集26 279～281、297～299 菅原孝標女 小学館 1994年
108～115 平家物語 国語教材 新日本古典文学大系44 5 未詳 岩波書店 1991年

国語教材 新日本古典文学大系45 48～50、298～300 未詳 岩波書店 1993年
100～101 建礼門院右京大夫集 国語教材 和歌文学大系23 137～139 建礼門院右京大夫 明治書院 2001年
102～104 十六夜日記 国語教材 新編日本古典文学全集48 281～282，286～287 阿仏尼 小学館 1994年
104 伊勢物語 国語教材 新日本古典文学大系17 88 未詳 岩波書店 1997年
122 あかねさす 国語教材 新編日本古典文学全集6 36～37 額田王 小学館 1994年
122 紫草の 国語教材 新編日本古典文学全集6 37 大海人皇子 小学館 1994年
122 憶良らは 国語教材 新編日本古典文学全集6 206 山上憶良 小学館 1994年
122 み吉野の 国語教材 新編日本古典文学全集7 113 山部赤人 小学館 1995年
123 石見の海 国語教材 新編日本古典文学全集6 100～101 柿本人麻呂 小学館 1994年
123 石見のや・小竹の葉は 国語教材 新編日本古典文学全集6 101～102 柿本人麻呂 小学館 1994年
123 春の野に 国語教材 新編日本古典文学全集9 363 大伴家持 小学館 1996年
124 信濃道は 国語教材 新編日本古典文学全集8 472 （東歌） 小学館 1995年
124 父母が 国語教材 新編日本古典文学全集9 393 （防人歌） 小学館 1996年
125 やまと歌は 国語教材 新編日本古典文学全集11 17 紀貫之 小学館 1994年
126 春の夜の 国語教材 新編日本古典文学全集11 44 凡河内躬恒 小学館 1994年
126 蓮葉の 国語教材 新編日本古典文学全集11 87 僧正遍昭 小学館 1994年
126 ひさかたの 国語教材 新編日本古典文学全集11 97 壬生忠岑 小学館 1994年
126 冬ながら 国語教材 新編日本古典文学全集11 143 清原深養父 小学館 1994年
126 むすぶ手の 国語教材 新編日本古典文学全集11 171 紀貫之 小学館 1994年
127 ほととぎす 国語教材 新編日本古典文学全集11 196 よみ人知らず 小学館 1994年
127 色見えで 国語教材 新編日本古典文学全集11 303 小野小町 小学館 1994年
128 春の夜の 国語教材 新編日本古典文学全集43 32 藤原定家 小学館 1995年

出　典　一　覧　表

申　請　図　書 出　　　　　典
備考



ページ 名   称 種別 名   称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

申　請　図　書 出　　　　　典
備考

128 秋更けぬ 国語教材 新編日本古典文学全集43 157 後鳥羽院 小学館 1995年
128 明けばまた 国語教材 新編日本古典文学全集43 279 藤原家隆 小学館 1995年
128 玉の緒よ 国語教材 新編日本古典文学全集43 305 式子内親王 小学館 1995年
129 下燃えに 国語教材 新編日本古典文学全集43 318 藤原俊成女 小学館 1995年
129 吉野山 国語教材 新編日本古典文学全集43 469 西行法師 小学館 1995年
131 雪月花 国語教材 日本古典文学大系92 37 松永貞徳 岩波書店 1964年
131 年の内へ 国語教材 日本古典文学大系92 46 北村季吟 岩波書店 1964年
131 海は少し 国語教材 日本古典文学全集42 84 西山宗因 小学館 1972年
131 浮き世の月 国語教材 日本古典文学大系92 57 井原西鶴 岩波書店 1964年
132 奈良七重 国語教材 日本古典文学大系45 49 松尾芭蕉 岩波書店 1962年
132 応々と 国語教材 日本古典文学大系92 100 向井去来 岩波書店 1964年
132 梅一輪 国語教材 日本古典文学大系92 95 服部嵐雪 岩波書店 1964年
132 夕顔や 国語教材 日本古典文学大系92 152 千代女 岩波書店 1964年
132 初恋や 国語教材 古典俳文学大系13 399 炭太祗 集英社 1970年
133 愁ひつつ 国語教材 日本古典文学大系58 128 与謝蕪村 岩波書店 1959年
133 月や霰 国語教材 日本古典文学全集42 326 上田秋成 小学館 1972年
133 青海苔や 国語教材 日本古典文学大系92 180 高井几董 岩波書店 1964年
133 仰のけに 国語教材 日本古典文学全集42 430 小林一茶 小学館 1972年
136～137 発心集 国語教材 新潮日本古典集成5 174～176 鴨長明 新潮社 1976年
138～139 今昔物語集 国語教材 新日本古典文学大系36 438～439 未詳 岩波書店 1994年
140～142 宇治拾遺物語 国語教材 新日本古典文学大系42 61～63 未詳 岩波書店 1990年
144～150 枕草子 国語教材 新日本古典文学大系25 222～224、231～232、135～136、 清少納言 岩波書店 1991年

321
151 十訓抄 国語教材 新編日本古典文学全集51 56～57 未詳 小学館 1997年
156～159 蜻蛉日記 国語教材 新編日本古典文学全集13 99～101、148～149 藤原道綱母 小学館 1995年
160～163 和泉式部日記 国語教材 新編日本古典文学全集26 17～19、53～55 和泉式部 小学館 1994年
164～166 讃岐典侍日記 国語教材 新編日本古典文学全集26 395～398 藤原長子 小学館 1994年
170～173 源氏物語 国語教材 新編日本古典文学全集20 164～167 紫式部 小学館 1994年
174 江談抄 国語教材 新日本古典文学大系32 83～84 大江匡房 岩波書店 1997年
176～178 夕顔 国語教材 源氏物語　九つの変奏 65～69 江國香織 新潮社 2011年
180～211 源氏物語 国語教材 新編日本古典文学全集21 22～24、37～41、198～203 紫式部 小学館 1995年

国語教材 新編日本古典文学全集22 450～454 紫式部 小学館 1996年
国語教材 新編日本古典文学全集23 63～67、140～142、503～506 紫式部 小学館 1996年
国語教材 新編日本古典文学全集24 136～140 紫式部 小学館 1997年

218～220 無名草子 国語教材 新編日本古典文学全集40 266～268、276～277 未詳 小学館 1999年
222 紫式部日記 国語教材 新編日本古典文学全集26 202 紫式部 小学館 1994年
224 俊頼髄脳 国語教材 新編日本古典文学全集87 237～238 源俊頼 小学館 2002年
226～227 無名抄 国語教材 無名抄（角川ソフィア文庫） 76～78 鴨長明 KADOKAWA 2013年
228～229 毎月抄 国語教材 新編日本古典文学全集87 502～503 藤原定家 小学館 2002年
232～245 大鏡 国語教材 新編日本古典文学全集34 73～76、149～152、380～382、 未詳 小学館 1996年

98～100、115～116、273～274
248～250 風姿花伝 国語教材 日本古典文学大系65 343～346 世阿弥 岩波書店 1961年
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251～253 去来抄 国語教材 新編日本古典文学全集88 429、444～445、523 向井去来 小学館 2001年
254～255 三冊子 国語教材 新編日本古典文学全集88 578～579 服部土芳 小学館 2001年
256～257 難波土産 国語教材 日本古典文学大系50 358～359 三木貞成 岩波書店 1959年
258～259 源氏物語玉の小櫛 国語教材 日本古典文学大系94 101～102 本居宣長 岩波書店 1966年
212～215 とりかへばや物語 国語教材 新編日本古典文学全集39 170～173 未詳 小学館 2002年
262 推敲 国語教材 唐詩紀事（初版） 巻40　613 計有功 中華書局 1972年
263 呉越同舟 国語教材 十一家注孫子（第2刷） 巻下　197 孫武 中華書局 1974年
264 嬰逆鱗 国語教材 韓非子集釈（初版） 巻4　223～224 韓非 上海人民出版社 1974年
265 知音 国語教材 呂氏春秋（四部叢刊本）（初版） 第22冊　81 呂不韋 商務印書館 1979年
268～269 鼓腹撃壌 国語教材 十八史略（漢文大系本）（増補版第5刷） 第5巻　8～9 曽先之 冨山房 1990年
270～271 莫敢飾詐 国語教材 十八史略（漢文大系本）（初版） 第5巻　57～58 曽先之 冨山房 1910年
272～273 鶏鳴狗盗 国語教材 十八史略（漢文大系本）（第9刷） 第5巻　60～61 曽先之 冨山房 1990年
274 読孟嘗君伝 国語教材 臨川先生文集（四部叢刊本）（第2版） 第46冊　456 王安石 商務印書館 1967年
276～277 背水之陣 国語教材 十八史略（漢文大系本）（第4刷） 第5巻　27～28 曽先之 冨山房 1911年
280～281 雑説 国語教材 昌黎先生文集（四部叢刊本）（初版） 第34冊　100～101 韓愈 商務印書館 1979年
282～283 黔之驢 国語教材 柳先生文集（四部叢刊本）（初版） 第35冊　103 柳宗元 商務印書館 1979年
284～285 売油翁 国語教材 欧陽文忠公文集 第45冊 欧陽脩 商務印書館 1979年

（四部叢刊本）（初版） 980～981
（唐宋史料筆記叢刊）（第2刷） 60～61

288～296 鴻門之会 国語教材 史記（史記会注考証）（初版） 巻7　26～35 司馬遷 芸文印書館 1972年
297～301 四面楚歌 国語教材 史記（史記会注考証）（初版） 巻7　68～73 司馬遷 芸文印書館 1972年
306 独坐敬亭山 国語教材 李太白集（四部叢刊本）（初版） 第32冊 李白 商務印書館 1979年
306 秋風引 国語教材 劉夢得文集〈四部叢刊本）（初版） 第35冊 劉禹錫 商務印書館 1979年
307 九月九日憶山東兄弟 国語教材 王右丞集（四部叢刊本）（初版） 第33冊 王維 商務印書館 1979年
307 磧中作 国語教材 岑嘉州詩（四部叢刊本）（初版） 第33冊　54 岑参 商務印書館 1979年
308 除夜寄弟妹 国語教材 白氏文集歌詩索引（初版） 下冊　150 白居易 同朋舎出版 1989年
308～309 江村 国語教材 杜工部集（四部叢刊本）（初版） 第32冊　137 杜甫 商務印書館 1979年
310 不出門 国語教材 日本古典文学大系72（第6刷） 481～482 菅原道真 岩波書店 1974年
310～311 冬夜読書 国語教材 江戸詩人選集第4巻（初版） 81～82 菅茶山 岩波書店 1990年
311 送夏目漱石之伊予 国語教材 子規全集第8巻（初版） 211 正岡子規 講談社 1976年
313 香炉峰下新卜山居草

堂初成偶題東壁
国語教材 白氏文集（四部叢刊本）（初版）第36冊 白居易 商務印書館 1979年

318～319 織女 国語教材 捜神記（初版） 巻1　14～15 干宝 中華書局 1979年
320～321 売鬼 国語教材 捜神記（初版） 巻16　199 干宝 中華書局 1979年
322～323 買粉児 国語教材 古小説鉤沈 254 魯迅 人民文学出版社 1951年
324～326 酒虫 国語教材 聊斎誌異（会校会注会評本） 巻5　607～608 蒲松齢 上海古籍出版社 1986年
327～328 酒虫 国語教材 芥川龍之介全集第1巻（第2刷） 181～182 芥川龍之介 岩波書店 1982年
332～335 論語 国語教材 論語（十三経注疏）（3版） 第10冊 孔子 芸文印書館 1965年
336～338 孟子 国語教材 孟子（十三経注疏）（再版） 第8冊 孟軻 新文豊出版 1978年
339 荀子 国語教材 荀子集解（漢文大系本）（増補版第5刷） 第15巻　巻17　1～2 荀況 冨山房 1984年
342～343 不顧後患 国語教材 説苑（増訂漢魏叢書）（初版） 第34冊　925 劉向 大化書局 1989年
344～345 不若人有其宝 国語教材 新序（増訂漢魏叢書）（初版） 第34冊　825 劉向 大化書局 1989年
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346～347 不死之道 国語教材 列子（漢文大系本）（増補版第3刷） 第13巻　22～23 列禦寇 冨山房 1978年
350～351 漁父辞 国語教材 楚辞（四部叢刊本）（初版） 巻7　96～97 屈原 商務印書館 1979年
352 春夜宴従弟桃花園序 国語教材 李太白文集（四部叢刊本）（初版） 第32冊　368 李白 商務印書館 1979年
354～357 捕蛇者説 国語教材 柳先生文集（四部叢刊本）（初版） 第35冊　89 柳宗元 商務印書館 1979年
358 礼記 国語教材 礼記（十三経注疏）（3版） 第6冊　193～194 戴聖 芸文印書館 1965年
360 桃夭 国語教材 詩経（十三経注疏）（3版） 第3冊　37 孔子 芸文印書館 1965年
361 行行重行行 国語教材 文選（四部叢刊本）（初版） 第92冊　537 昭明太子 商務印書館 1979年
362 責子 国語教材 箋註陶淵明集（四部叢刊本）（初版） 第30冊 陶潜 商務印書館 1979年
362～363 石壕吏 国語教材 杜工部集（四部叢刊本）（初版） 第32冊　255 杜甫 商務印書館 1979年
365～370 長恨歌 国語教材 白氏文集（四部叢刊本）（初版） 第36冊　63～64 白居易 商務印書館 1979年
372 源氏物語 国語教材 新編日本古典文学全集20 33～35 紫式部 小学館 1994年
374 老子（大道廃有仁義） 国語教材 老子翼（漢文大系本）（増補版第5刷） 第9巻　巻2　2 老子 冨山房 1984年
374～375 老子（天下莫柔弱於水） 国語教材 老子翼（漢文大系本）（増補版第6刷） 第9巻　巻4　29 老子 冨山房 1988年
375 老子（無用之用） 国語教材 老子翼（漢文大系本）（増補版第5刷） 第9巻　巻1　19 老子 冨山房 1984年
376～377 荘子 国語教材 荘子（漢文大系本）（増補版第6刷） 第9巻 荘周 冨山房 1988年
378～379 韓非子 国語教材 韓非子（四部叢刊本）（初版） 第18冊 韓非 商務印書館 1979年
382～385 管鮑之交 国語教材 史記（史記会注考証）（再版） 巻32　16～19 司馬遷 宏業書局 1994年

巻62　2～4
5～7、9～11

386～391 荊軻 国語教材 史記（史記会注考証）（初版） 巻86　20～36 司馬遷 芸文印書館 1972年
※上記以外のものについては、編集委員による書き下ろしである。

〔図･地図〕

※自社で作成。
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見返③ 梅 写真 　 PIXTA 46652602
見返③ 桜 写真 　 PIXTA 54974908
見返③ 藤 写真 　 PIXTA 30824691
見返③ 橘 写真 フォトオリジナル 4165735
見返③ 梨 写真 PIXTA 7140369
見返③ 桐 写真 PIXTA 38332964
見返③ 楝 写真 PIXTA 17605054

12 『十訓抄』版本の挿絵 写真 巻三 1721年 国立公文書館
13 天橋立 写真  PIXTA 41057825
17 平兼盛 写真 『佐竹本三十六歌仙絵』 ＭＯＡ美術館
17 壬生忠見 写真 『佐竹本三十六歌仙絵』 個人蔵
22 兼好法師（伝狩野探幽筆） 写真 伝狩野探幽 神奈川県立金沢文庫
23 （月） 写真 PIXTA 547695
26 （かげろふ） 写真 関根一希・東城幸治
27 現在のあだし野(念仏寺） 写真 　 PIXTA 12063174
30 鴨長明（伝土佐広周筆） 写真 伝土佐広周 神宮文庫
31 大福光寺本『方丈記』 写真 　 大福光寺
36 初冠（奈良絵本『伊勢物語』）

写真
奈良絵本『伊勢物語』 　 『日本古典籍データセット』（国文学研究資

料館蔵）
38 通い路の関守（模本『伊勢物語絵巻』）

写真
模本『伊勢物語絵巻』 　 東京国立博物館/DNPアートコミュニケー

ションズ
40 小野の雪（模本『伊勢物語絵巻』）

写真
模本『伊勢物語絵巻』 　 東京国立博物館/DNPアートコミュニケー

ションズ
43 （姨捨山） 写真 PIXTA 46722226
46 ほととぎす 写真 PIXTA 58441328
48 網代（『石山縁起』） 写真 国立国会図書館デジタル化資料
64 脇息 写真 桐鳳凰蒔絵脇息 ColBase
67 若紫（『源氏物語色紙帖』土佐光吉筆） 写真 土佐光吉 京都国立博物館
70 夕顔 写真 国文学研究資料館
70 藤壺の宮 写真 国文学研究資料館
70 光源氏 写真 国文学研究資料館
70 朧月夜 写真 国文学研究資料館
71 葵の上 写真 国文学研究資料館
71 明石の君 写真 国文学研究資料館
71 紫の上 写真 国文学研究資料館
71 六条の御息所 写真 国文学研究資料館
72 柏木 写真 国文学研究資料館
72 女三の宮 写真 国文学研究資料館
72 光源氏 写真 国文学研究資料館
72 落葉の宮 写真 国文学研究資料館
72 雲居の雁 写真 国文学研究資料館
72 夕霧 写真 国文学研究資料館
72 紫の上 写真 国文学研究資料館
73 大君 写真 国文学研究資料館
73 中の君 写真 国文学研究資料館
73 匂宮 写真 国文学研究資料館
73 薫 写真 国文学研究資料館
73 浮舟 写真 国文学研究資料館
76 雲林院の菩提講（『大鏡絵詞』） 写真 『大鏡絵詞』 国立歴史民俗博物館
80 （高御座） 写真 岡本茂男 宮内庁京都事務所・岡本写真工房
83 花山天皇の出家（『大鏡絵詞』） 写真 『対話をデザインする』 国立歴史民俗博物館
85 祈禱する安倍晴明（『不動利益縁起絵巻』） 写真 『不動利益縁起絵巻』 ColBase
87 弓争い（『大鏡絵詞』） 写真 『大鏡絵詞』 国立歴史民俗博物館
89 （道長と倫子と彰子） 写真 『紫式部日記絵巻』 ColBase
94 中宮（左）に漢籍を進講する紫式部 写真 『紫式部日記絵巻』 個人蔵

110 忠度の都落ち（『平家物語絵巻』）
写真

『平家物語絵巻』 巻七 林原美術館/DNPアートコミュニケーション
ズ

112 現在の壇の浦（山口県下関市） 写真 アフロ 13043987
113 壇の浦の戦い（『源平合戦図屛風』） 写真 『源平合戦図屛風』 ColBase
115 能登殿の最期（『平家物語絵巻』）

写真
『平家物語絵巻』 巻十一 林原美術館/DNPアートコミュニケーション

ズ
118 俱利伽羅の戦い 写真 奈良絵本『平家物語絵巻』 巻七 明星大学
118 屋島の戦い 写真 奈良絵本『平家物語絵巻』 巻十一 明星大学
118 宇治平等院の戦い 写真 奈良絵本『平家物語』 巻四 明星大学

〔写真〕
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118 壇の浦の戦い 写真 奈良絵本『平家物語絵巻』 巻十一 明星大学
119 源頼朝 写真 「源頼朝木像」 甲斐善光寺
119 平清盛 写真 「平清盛公坐像」 六波羅蜜寺
119 源義経 写真 「源義経画像」 中尊寺
122 紫草 写真 PIXTA 64053613
123 笹 写真 PIXTA 43656004
124 『万葉集』巻十九

写真
『万葉集』 巻十九 『日本古典籍データセット』（国文学研究資

料館蔵）
125 古今和歌集仮名序（藤原定実筆） 写真 藤原定実 大倉集古館
126 桂 写真 PIXTA 18296014
127 あやめぐさ 写真 PIXTA 50157774
129 『新古今和歌集』巻十一 写真 巻十一 国立公文書館 017-0337
131 卯木（卯の花） 写真 PIXTA 2215280
132 八重桜 写真 PIXTA 22357944
132 夕顔 写真 PIXTA 58755167
132 （灯籠） 写真 PIXTA 56650253
133 いばら 写真 PIXTA 53250262
133 忘れ潮 写真 PIXTA 67133970
141 「藤原保昌月下弄笛図」（月岡芳年筆） 写真 月岡芳年 　 国立国会図書館デジタル化資料
144 （高坏） 写真 朱漆塗高杯 ColBase
149 「琵琶の御琴　中宮定子」（佐多芳郎筆） 写真 　 佐多芳郎 個人蔵
150 「清少納言」（上村松園筆） 写真 上村松園 北野美術館
153 『この世をば　藤原道長と平安王朝の時代』

写真
『この世をば（上）　藤原道長と平安王
朝の時代』

表紙 永井路子 朝日新聞出版 2023年 自社で撮影

158 泔坏 写真 岡本茂男 宮内庁京都事務所・岡本写真工房
168 『源氏物語の結婚』 写真 『源氏物語の結婚』 表紙 工藤重矩 中央公論新社 2012年 自社で撮影
182 車争い（『源氏物語図屛風』） 写真 『源氏物語図屛風』 伝岩佐又兵衛 京都国立博物館
186 「焔」（上村松園筆） 写真 上村松園 ColBase
190 須磨（『源氏物語手鑑』土佐光吉筆） 写真 『源氏物語手鑑』 土佐光吉 和泉市久保惣記念美術館
203 柏木の懸想（『源氏物語図屛風』） 写真 『源氏物語図屛風』 ColBase
205 脇息 写真 桐鳳凰蒔絵脇息 ColBase
206 紫の上を見守る源氏と明石の中宮（『源氏物語絵巻〈御法〉』）

写真
『源氏物語絵巻〈御法〉』 五島美術館

207 萩 写真 PIXTA 44098581
210 （舞楽「陵王」） 写真 舞楽の陵王 PIXTA 24181401
210 （隠月） 写真 国立音楽大学楽器学資料館
211 宇治の姫君を垣間見る薫（『源氏物語絵巻〈橋姫〉』）

写真
『源氏物語絵巻〈橋姫〉』 徳川美術館/DNPアートコミュニケーション

ズ
212 碁を打つなどしてくつろぐ女性（模本『源氏物語絵巻』〈竹河

二〉）
写真

『源氏物語絵巻〈竹河二〉』（模本） 徳川美術館/DNPアートコミュニケーション
ズ

212 （御帳台　復元） 写真 国立歴史民俗博物館
221 「紫式部図」（土佐光起筆） 写真 土佐光起 石山寺
225 和泉式部（『百人一首図』狩野探幽筆） 写真 『百人一首図』 狩野探幽 ColBase
226 鶉図（徽宗筆・模写） 写真 徽宗(模写） ColBase
228 藤原定家（『新三十六歌仙図帖』狩野探幽筆） 写真 『新三十六歌仙図帖』 狩野探幽 ColBase
233 『松崎天神縁起絵巻』 写真 『松崎天神縁起絵巻』 防府天満宮
237 中宮安子の局を訪れる村上天皇（『大鏡絵詞』） 写真 『大鏡絵詞』 国立歴史民俗博物館
239 鶯宿梅（『大鏡絵詞』） 写真 『大鏡絵詞』 国立歴史民俗博物館
242 「大堰川遊覧図屛風」（浮田一蕙筆） 写真 浮田一蕙 御寺泉涌寺
244 道長と隆家（『大鏡絵詞』） 写真 『大鏡絵詞』 国立歴史民俗博物館
250 世阿弥作「忠度」の一場面 写真 銕仙会・前島吉裕
250 能舞台 写真 国立能楽堂
251 向井去来（栗原信充筆） 写真 栗原信充 国立国会図書館デジタル化資料
254 「芭蕉翁画像」（小川破笠筆） 写真 小川破笠 芭蕉翁顕彰会（芭蕉翁記念館）
256 近松門左衛門 写真 大阪歴史博物館
258 本居宣長自画像 写真 本居宣長六十一歳自画自賛像 本居宣長記念館
268 尭 写真 国立公文書館
272 孟嘗君 写真 CPC PT-13218
276 韓信 写真 国立公文書館
278 『史記』 写真 東北大学附属図書館
278 『十八史略』 写真 『十八史略』 表紙 今西凱夫訳、三上英司編 筑摩書房 2014年 自社で撮影
280 韓愈 写真 ユニフォトプレス FOE_12134253
281 「人馬図」（趙雍筆） 写真 趙雍 アフロ 15209397
282 柳宗元 写真 アフロ 15209391
284 欧陽脩 写真 アフロ 15056593
285 北宋の銅銭 写真 CPC YS-91015
290 玉玦 写真 ユニフォトプレス BAL_FSG5950982



291 「鴻門会」（安田靫彦筆）
写真

安田靫彦 東京国立近代美術館/DNPアートコミュニ
ケーションズ/安田由紀夫

298 「項羽」（安田靫彦筆）
写真

安田靫彦 東京国立近代美術館/DNPアートコミュニ
ケーションズ/安田由紀夫

302 司馬遷 写真 国立公文書館
303 劉邦 写真 国立公文書館
303 項羽 写真 国立公文書館
309 浣花渓 写真 ユニフォトプレス fotoe20523066
325 『詳注聊斎志異図詠』より 写真 『詳注聊斎志異図詠』下冊 巻14/19頁 北京市中国書店 1981年 自社で撮影
330 『中国古典小説選』 写真 『中国古典小説選』 表紙 竹田晃・黒田真美子編 明治書院 2007年 自社で撮影
333 「孔子杏壇講学図」 写真 CPC JB-216
336 亜聖殿（山東省鄒城市） 写真 アフロ 5687662
336 孟子 写真 国立公文書館
353 「春夜桃李園沈香亭図」（仇英筆） 写真 「春夜桃李園沈香亭図」 仇英 ColBase
355 柳侯祠 写真 アフロ 141375676
360 （桃の花） 写真 PIXTA 92557162
364 石壕の吏 写真 ユニフォトプレス FAI_AP1339
374 老子 写真 『集古像賛』 1936年 国立公文書館
376 荘子 写真 『集古像賛』 1936年 国立公文書館
378 韓非 写真 サイネットフォト ABM110347159
380 『超入門「中国思想」』 写真 『超入門「中国思想」』 表紙 湯浅邦弘 大和書房 2016年 自社で撮影
386 「易水離別図」（寺崎広業筆） 写真 寺崎広業 秋田市立千秋美術館
392 撃鼓説唱俑（講釈師をかたどった人形） 写真 CPC KJ-72a
392 『現代語訳　史記』 写真 『現代語訳　史記』 表紙 大木康訳・解説 筑摩書房 2011年 自社で撮影
426 東三条殿復元模型 写真 国立歴史民俗博物館　
426 （寝殿の内部） 写真 池浩三/西村孝一法律事務所
426 （牛車） 写真 『故実叢書　輿車図考附図』 今泉定介 吉川弘文館 1900年 弘前市立弘前図書館
427 中世初期公家調度　復元 写真 国立歴史民俗博物館　
427 夏の暑い日、釣殿で涼む光源氏と公達

写真
『源氏物語六条院の生活』より釣殿で
の涼み（常夏）

風俗博物館

428 やまぶき 写真 PIXTA 7237089
428 やなぎ 写真 PIXTA 41546483
428 ふじ 写真 PIXTA 30648760
428 さくら 写真 PIXTA 7356228
428 うめ 写真 PIXTA 61466369
428 つばくらめ 写真 PIXTA 45667096
428 うぐいす 写真 PIXTA 58310882
428 せり 写真 PIXTA 50354286
428 なずな 写真 PIXTA 2484232
428 ごぎょう 写真 PIXTA 16660954
428 はこべら（はこべ） 写真 PIXTA 38695518
428 ほとけのざ（たびらこ） 写真 PIXTA 35930454
428 すずな（かぶ） 写真 PIXTA 6871225
428 すずしろ（だいこん） 写真 PIXTA 53644098
428 うのはな（うつぎ） 写真 PIXTA 2215280
428 すえつむはな（べにばな） 写真 PIXTA 14492772
428 あおい 写真 PIXTA 34279534
428 ほととぎす 写真 PIXTA 58441328
428 ほたる 写真 PIXTA 41452242
428 かきつばた 写真 PIXTA 2501577
428 しょうぶ（あやめ） 写真 PIXTA 50157774
428 はちす（はす） 写真 PIXTA 30880459
428 たちばな 写真 PIXTA 98021418
429 さざんか 写真 PIXTA 27430791
429 すいせん 写真 PIXTA 28673727
429 みやこどり 写真 PIXTA 48034163
429 ちどり 写真 PIXTA 60926833
429 おし（おしどり） 写真 PIXTA 38652557
429 まき 写真 PIXTA 405982
429 かつら 写真 PIXTA 18296014
429 はぎ 写真 PIXTA 12384448
429 おばな（すすき） 写真 PIXTA 59447930
429 くず 写真 PIXTA 43924075
429 なでしこ 写真 PIXTA 16043086
429 おみなえし 写真 PIXTA 42510207
429 ふじばかま 写真 PIXTA 12807279
429 あさがお（ききょう） 写真 PIXTA 54932511



429 かり・かりがね（がん） 写真 PIXTA 50393816
429 かり・かりがね（がん） 写真 PIXTA 54036763
429 しのぶ・しのぶぐさ（のきしのぶ） 写真 PIXTA 62231677
429 しおん 写真 PIXTA 50737039
429 きく 写真 PIXTA 60269619
429 きりぎりす（こおろぎ） 写真 PIXTA 39825264
429 まつむし（すずむし） 写真 PIXTA 12097225
429 ひぐらし 写真 PIXTA 23874784
429 あさじ（ち・ちがや） 写真 PIXTA 50687496
429 もみじ（かえで） 写真 PIXTA 5764219
432 歌合（「天徳内裏歌合復元図」） 写真 「天徳内裏歌合復元図」 京都文化博物館
432 管弦の遊び（冷泉為恭筆「春秋行楽図」） 写真 「春秋行楽図」 冷泉為恭 ＭＯＡ美術館
432 双六盤（上） 写真 ColBase
432 貝合（下） 写真 ColBase
432 絵合（『源氏物語団扇画帖』） 写真 『源氏物語団扇画帖』 国文学研究資料館
432 蹴鞠〈『年中行事絵巻』住吉本〈巻三〉）

写真
『年中行事絵巻』住吉本〈巻三〉 東京国立博物館/DNPアートコミュニケー

ションズ
433 葡萄色の小袿・紅梅襲の匂いの袿 写真 風俗博物館
433 浅縹の小袿・紅の薄様襲の袿 写真 風俗博物館
434 武官の束帯姿 写真 『有職故実』 第一巻 鈴木敬三 全教図 1983年 全教図
434 文官の束帯姿 写真 『有職故実』 第一巻 鈴木敬三 全教図 1983年 全教図
434 直衣 写真 『有職故実』 第一巻 鈴木敬三 全教図 1983年 全教図
434 狩衣 写真 風俗博物館
435 女房装束（前） 写真 『有職故実』 第二巻 鈴木敬三 全教図 1984年 全教図
435 女房装束（後ろ） 写真 『有職故実』 第二巻 鈴木敬三 全教図 1984年 全教図
435 袿 写真 『有職故実』 第二巻 鈴木敬三 全教図 1984年 全教図
435 壺装束 写真 風俗博物館
436 (大鎧姿〈前面〉） 写真 『有職故実』 第三巻 鈴木敬三 全教図 1983年 全教図
436 (大鎧姿〈後面〉） 写真 『有職故実』 第三巻 鈴木敬三 全教図 1983年 全教図
436 兵庫鎖の太刀 写真 三鱗紋兵庫鎖太刀 ColBase
436 （馬具をつけた馬） 写真 大和鞍 馬の博物館
437 出産（『北野天神縁起絵巻』） 写真 『北野天神縁起絵巻』 巻八 北野天満宮
437 五十日の祝い（『紫式部日記絵巻』） 写真 『紫式部日記絵巻』 第二段 五島美術館
437 初冠（『聖徳太子絵伝』） 写真 『聖徳太子絵伝』 第一幅 ColBase
437 露顕（『源氏物語絵巻〈宿木二〉』）

写真
『源氏物語絵巻〈宿木二〉』 徳川美術館/DNPアートコミュニケーション

ズ
437 五十の賀（『北野天神縁起絵巻』） 写真 『北野天神縁起絵巻』 巻二 北野天満宮
437 野辺送り（『北野天神縁起絵巻』） 写真 『北野天神縁起絵巻』 巻八 北野天満宮
442 矛 写真 CPC JB-251b
442 戟 写真 CPC JB-232
442 戦国時代の兵士 写真 CPC JBD-890
442 弩 写真 CPC JB-237
442 盾 写真 CPC JB-240
442 剣 写真 Colbase
442 羽觴 写真 ColBase
442 鼎 写真 Colbase
443 皇帝の礼装（伝閻立本筆「隋の文帝」） 写真 ユニフォトプレス 9.AKG3808029
443 宮女の服装（伝周昉「簪花仕女図」） 写真 CPC PT-13211
443 文官の服装（唐・章懐太子墓壁図「迎賓図」） 写真 時事通信社 47375090
443 璧 写真 アフロ 236184882
443 環 写真 CPC K1C000977N000000000PAC
443 玦 写真 ユニフォトプレス 3.5950982
443 琴 写真 サイネットフォト ABM110486352
443 琵琶 写真 Colbase
443 瑟 写真 アーテファクトリー CPC KJ-46
443 筑 写真 CPC JB-1045

見返⑥ 易水 写真 アフロ 239033208
見返⑥ 烏江 写真 CPC YS-2804a
見返⑥ 函谷関 写真 PIXTA 28852839
見返⑥ 廬山(香炉峰) 写真 アフロ 142015711
見返⑥ 蜀の桟道 写真 CPC YS-89574b

4　(1) 写真等については、肖像権等の権利処理を必要に応じて行うこと。
 　(2) 著作物の掲載に当たっては、著作権法第33条に基づき、掲載する旨を著作者に通知するとともに、
　　　 補償金を著作権者に支払う必要があることに留意すること　(別途契約を締結する場合を除く)。

備考4の内容について確認しました。☑



原典に加除訂正を加えた箇所と加除訂正の理由

単元名 ページ･行 本文 原典 訂正理由

説話(一) ｐ12・3 参りにたりや まいりにたるや 諸本により校訂。

ｐ15・上2 式部が娘、 同式部がむすめ、 一編の説話として完結性をもたせるため。

ｐ15・上2 わづらひけり。〈改行〉 わかりやすくするため。以下、改行した箇所については

   同様の理由による。

ｐ17・2 かく重り侍りぬ カク思侍リヌ 諸本により校訂。

　 ｐ19・6 者なりけり。<このあと原文削除> 一編の説話として完結性をもたせるため。

随筆(一) p24・10 鼻のほどおごめきて 鼻のほどおこめきて 注3に示した解釈をしたため。

物語(一) ｐ36・11 おいつきて をいつきて 注5に示した解釈をしたため。

随筆(二) p46・1 濃きも薄きも紅梅。<改行なし> 内容として続いているので、わかりやすくするため。以下、

   改行をはずした箇所については同様の理由による。

ｐ46・8 よにすさまじきものにして、 よにすさまじきものにて、 諸本により校訂。

　 ｐ48・2 乳児亡くなりたる産屋。<このあと原文削除> 採録スペースの関係による。

ｐ48・9 え問ひにだにも問はず。 え問ひだにも問はず、 諸本により校訂。

ｐ48・14 いとほしう、 いとおかしう 諸本により校訂。

ｐ48・14 すさまじげなり。 すさまじげなる。 諸本により校訂。

ｐ50･11 十七、八ばかりにやあらむ、 十七八ばかりやあらん、 諸本により校訂。

ｐ50･14 衣の裾にはづれて 衣の裾にかくれて、 能因本の本文により校訂。

ｐ52・9 大殿籠りたり。 御とのごもりたり。 諸本により校訂。

p54・13 のちのちのは御前に。<このあと原文削除> 採録スペースの関係による。

物語(二) ｐ59・6 男皇子 男御子 帝の「みこ」については「皇子」「皇女」の表記に統一した。

ｐ60・7 もの思ひをぞし給ふ。<改行なし> 教科書採録の都合による。

ｐ65・1 十ばかりにやあらむ 十ばかりやあらむ 原典の誤りと思われるため。

p75・4 言ふやう、<改行なし> 採録スペースの関係による。以下、会話文の改行につい

  ては同様の理由による。

ｐ76・2 大宅世継 大宅世次 一般的な表記に改めた。

ｐ76・13 繁樹 重木 一般的な表記に改めた。

ｐ76・14 いとあさましうなりぬ。<改行なし> 教科書採録の都合による。

ｐ76・15 居寄りなどしけり。<このあと原文削除> 教科書採録の都合による。

ｐ82・2 懐子と申す。<このあと原文削除> 採録スペースの関係による。

日記(一) ｐ97・7 いかた いかだ 伝未詳の地名で、清濁の判断に信憑性がないため。

物語(三) ｐ108・小題ほか 忠度 忠教 一般的な表記に改めた。

和歌・俳諧 ｐ123・1 妻に別れて 妻を別れて 諸本の校訂に従う。

説話(二) ｐ136・3 なまじひに参り給ふ。<改行>道に、 なまじひに罷りける道に、 神宮文庫本の本文により校訂。

ｐ136・10 かかる病人とても かかる非人とても 教育的配慮による。

ｐ140・2 うかがひありきけるに、 うかゞひあるきけるに、 諸本により校訂。

ｐ140･3 衣あまた着たりける主の、 衣、あまた着たるなるぬしの、 諸本により校訂。

ｐ140・7 我に人こそつきたれと 我に人こそ付たると 諸本により校訂。

随筆(三) ｐ144・4 大殿油 御殿油 一般的な表記に改めた。

ｐ145・10 をかし。<このあと原文削除> 採録スペースの関係による。

p151・4 言ひ伝へられけり。 いひ伝へられける。 教育的配慮による。



単元名 ページ･行 本文 原典 訂正理由

日記(三) ｐ156・1 九月ばかりになりて さて、九月ばかりになりて 部分採録のため。

物語(四) p174・1 寛平法皇、 「資仲卿曰はく、「寛平法皇、 一編の説話として完結性をもたせるため。

p174・2 月明らかなり。<このあと原文削除> 教育的配慮による。

p174・12 跡なり。<このあと原文削除> 一編の説話として完結性をもたせるため。

p176・15 などと言う。 <原文では、会話文のあとは一字下 教科書として適切な表現に改めた。

　げで始まっているが、教科書とし

　て読みやすく、また、わかりやす

　くするため、一字下げをやめ、普

　通の形に改めた。なお、以後に

　ついても同様。>

p184・6 御祈り 御祈禱 一般的な表記に改めた。

ｐ195・2 並びなきことをば 並びなきことは 諸本により校訂。

ｐ212・5 御帳のうちに 御帳のうちにぞ 諸本により校訂。

評論(一) p218・1 「すべて、あまりに また、人、「すべて、あまりに 部分採録のため。

p222・6 行く末うたてのみ侍るは。 行末うたてのみはべれば、 底本の黒川本の本文が「侍は」であることから、

　文意に合わせて「侍るは。」と読むように校訂。

p224・1 歌のよしあしを知らむことは、ことのほかの 歌のよしあしをも知らむ事は、ことの 冷泉家時雨亭文庫本の本文により校訂。

大事なめり。 ほかのためしなめり。

p226・10 申ししは、<このあと小題削除> 教科書採録の都合による。

p227・3 なりぬる。」とぞ。<このあと小題削除> 教科書採録の都合による。

p228・1 本歌取り侍るやうは、 また、本歌取り侍るやうは、 部分採録のため。
物語(五) ｐ245・5 乱れ遊ばせ給ひけるさまなど 乱れ遊ばせたまけるさまなど 諸本により校訂。

評論(二) ｐ248・6 とまるなり。<このあと原文削除> 採録スペースの関係による。

ｐ249・2 相なり。<このあと原文削除> 採録スペースの関係による。

ｐ250・1 いやましにすべし。<このあと原文削除> 採録スペースの関係による。
p254・9 いふべし。<このあと小題削除> 教科書採録の都合による。

ｐ256・3 歌舞伎 哥舞妓 一般的な表記に改めた。
故事・寓話 ｐ262・1 賈島 島 わかりやすくするため。

ｐ268・3 陶唐氏〈このあと原文削除〉 採録スペースの関係による。

ｐ268・5 三等〈このあと原文削除〉 採録スペースの関係による。

ｐ276・4 漢三年 三年 抜粋であるので、学習者に理解しやすくするため。

ｐ276・4 韓信・張耳 信耳 抜粋であるので、学習者に理解しやすくするため。

ｐ276・4 撃趙〈このあと原文削除〉 『史記』の本文と内容が異なるため。

ｐ276・5 禦之〈このあと原文削除〉 採録スペースの関係による。

ｐ276・5 夜半、信伝 夜半伝 原文削除により主語が不明確になったため。

ｐ288・13 楚軍行略定秦地 行略定秦地 わかりやすくするため。

ｐ292・8 眦 眥 通行本によって改めた。

ｐ293・6 毫毛 豪毛 一般的表記に改めた。

ｐ295・4 驪山 酈山 通行本によって改めた。

ｐ295・7 一双 一璧 通行本によって改めた。

ｐ300・11 項王 籍 わかりやすくするため。

古代の史話

項羽と劉邦



単元名 ページ･行 本文 原典 訂正理由
ｐ307・2 佳節 嘉節 通行本によって改めた。

ｐ307・6 辞 離 通行本によって改めた。

ｐ307・7 人煙 人烟 通行本によって改めた。

ｐ313・9 何 可 通行本によって改めた。
儒家の思想 ｐ339・上9 犯文乱理 犯分亂理 兪越『諸子平議』によって改めた。

ｐ345・2 粗 觕 わかりやすくするため。

ｐ346・1 人有言知不死之道者 人言有不死之道者 ｢列子集釈」によって改めた。

ｐ350・7 醨 釃 通行本によって改めた。

ｐ351・4 乃歌曰 歌曰 通行本によって改めた。

ｐ354・3 太医 大医 一般的表記に改めた。

ｐ355・3 慼 戚 ｐ354・8と同じ字に統一した。

ｐ363・6 惟 所 通行本によって改めた。

ｐ369・7 欄干 攔干 わかりやすくするため。

p372・6 枕言にせさせ給ふ。<このあと原文削除> 採録スペースの関係による。

ｐ374・2 知恵 智慧 わかりやすくするため。

ｐ374・5 於 于 わかりやすくするため。

ｐ374・6 強 彊 わかりやすくするため。

ｐ382・2 酔殺魯桓公〈このあと原文削除〉 教育的配慮による。
ｐ382・2 糾 次弟糾 わかりやすくするため、兄弟関係については脚注に

　記載した。p382・3「小白」も同様。

ｐ382・4 鮑叔傅之〈このあと原文削除〉 採録本文と直接関係がないため。

ｐ384・1 桓公従之〈このあと原文削除〉 採録スペースの関係による。

ｐ384・6 鮑叔知其賢〈このあと原文削除〉 前後の内容との重複を避けるため。
ｐ386・3 読書撃剣〈このあと原文削除〉 採録スペースの関係による。以下、削除については同様。

ｐ391・5 銅柱 桐柱 考証の注によって改めた。

道家・法家の
思想

史記の群像

逸話

諸家の文章

漢詩の鑑賞

漢詩の鑑賞



番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

1 5 二次元コード 自社ページＵＲＬ コンテンツリスト 別紙1添付

5 URL 自社ページＵＲＬ コンテンツリスト 別紙1添付

表4 二次元コード 自社ページＵＲＬ コンテンツリスト 別紙1添付

2 12 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『古今著聞集』小式部内侍が大江山の歌の事　重要古語の確認 別紙2添付

3 16 二次元コード 　 自社ページＵＲＬ 『沙石集』歌ゆゑに命を失ふ事　重要古語の確認 別紙3添付

4 18 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『今物語』やさし蔵人　重要古語の確認 別紙4添付

5 22 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『徒然草』よろづのことは、月見るにこそ　重要古語の確認 別紙5添付

6 24 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『徒然草』世に語り伝ふること　重要古語の確認 別紙6添付

7 26 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『徒然草』あだし野の露消ゆるときなく　重要古語の確認 別紙7添付

8 28 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『徒然草』飛鳥川の淵瀬　重要古語の確認 別紙8添付

9 30 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『方丈記』ゆく川の流れ　重要古語の確認 別紙9添付

10 32 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『方丈記』安元の大火　重要古語の確認 別紙10添付

11 33 二次元コード 自社ページＵＲＬ 参考資料：『方丈記』「日の山の閑居」 別紙11添付

自社ページＵＲＬ 参考資料：『方丈記』「結び」 別紙12添付

自社ページＵＲＬ 参考資料：草庵図（推定） 別紙13添付

12 36 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『伊勢物語』初冠　重要古語の確認 別紙14添付

13 38 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『伊勢物語』通ひ路の関守　重要古語の確認 別紙15添付

14 40 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『伊勢物語』小野の雪　重要古語の確認 別紙16添付

15 42 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『大和物語』姨捨　重要古語の確認 別紙17添付

16 46 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『枕草子』木の花は　重要古語の確認 別紙18添付

17 48 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『枕草子』すさまじきもの　重要古語の確認 別紙19添付

18 50 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『枕草子』野分のまたの日こそ　重要古語の確認 別紙20添付

19 52 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『枕草子』二月つごもりごろに　重要古語の確認 別紙21添付

20 54 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『枕草子』頭弁の、職に参り給ひて　重要古語の確認 別紙22添付

21 58 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『源氏物語』光る君誕生　重要古語の確認 別紙23添付

22 61 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『源氏物語』藤壺の宮の入内　重要古語の確認 別紙24添付

23 64 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『源氏物語』若紫　重要古語の確認 別紙25添付

ウェブサイトのアドレスの掲載箇所一覧表

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考



番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

24 69 二次元コード 自社ページＵＲＬ 参考資料：『源氏物語』「光る君の誕生」本文（続き） 別紙26添付

25 75 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『大鏡』雲林院の菩提講　重要古語の確認 別紙27添付

26 78 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『大鏡』道長の豪胆　重要古語の確認 別紙28添付

27 82 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『大鏡』花山天皇の出家　重要古語の確認 別紙29添付

28 86 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『大鏡』弓争ひ　重要古語の確認 別紙30添付

29 92 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『紫式部日記』若宮誕生　重要古語の確認 別紙31添付

30 94 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『紫式部日記』日本紀の御局　重要古語の確認 別紙32添付

31 96 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『更級日記』門出　重要古語の確認 別紙33添付

32 98 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『更級日記』源氏の五十余巻　重要古語の確認 別紙34添付

33 100 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『建礼門院右京大夫集』大原まうで　重要古語の確認 別紙35添付

34 102 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『十六夜日記』駿河路　重要古語の確認 別紙36添付

35 108 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『平家物語』忠度の都落ち　重要古語の確認 別紙37添付

36 112 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『平家物語』能登殿の最期　重要古語の確認 別紙38添付

37 117 二次元コード 国立国語研究所 https://dglb01.ninjal.ac.jp/BL_amakusa/
参考リンク：大英図書館蔵『平家物語』『伊曽保物語』『金句
集』画像

38 121 二次元コード 自社ページＵＲＬ 参考資料：近世俳風の比較 別紙39添付

自社ページＵＲＬ 参考資料：主要俳人活動時期一覧 別紙40添付

39 122 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『万葉集』　重要古語の確認 別紙41添付

40 125 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『古今和歌集』　重要古語の確認 別紙42添付

41 128 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『新古今和歌集』　重要古語の確認 別紙43添付

42 131 二次元コード 自社ページＵＲＬ 春夏秋冬　重要古語の確認 別紙44添付

自社ページＵＲＬ 参考資料：近世俳風の比較 別紙39添付

自社ページＵＲＬ 参考資料：主要俳人活動時期一覧 別紙40添付

43 136 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『発心集』叡実、路頭の病者を憐れむ事　重要古語の確認 別紙45添付

44 138 二次元コード 自社ページＵＲＬ
『今昔物語集』藤原為時、詩を作りて越前守に任ぜらるる語　重
要古語の確認

別紙46添付

45 140 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『宇治拾遺物語』袴垂、保昌に合ふ事　重要古語の確認 別紙47添付

46 144 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『枕草子』宮に初めて参りたるころ　重要古語の確認 別紙48添付

47 146 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『枕草子』大納言殿参り給ひて　重要古語の確認 別紙49添付

48 148 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『枕草子』御方々、君たち　重要古語の確認 別紙50添付

49 150 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『枕草子』雪のいと高う降りたるを　重要古語の確認 別紙51添付

https://dglb01.ninjal.ac.jp/BL_amakusa/


番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

50 151 二次元コード 自社ページＵＲＬ 読み比べる・十訓抄　重要古語の確認 別紙52添付

51 156 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『蜻蛉日記』うつろひたる菊　重要古語の確認 別紙53添付

52 158 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『蜻蛉日記』泔杯の水　重要古語の確認 別紙54添付

53 160 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『和泉式部日記』夢よりもはかなき世の中　重要古語の確認 別紙55添付

54 162 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『和泉式部日記』手枕の袖　重要古語の確認 別紙56添付

55 164 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『讃岐典侍日記』堀河天皇との別れ　重要古語の確認 別紙57添付

56 170 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『源氏物語』夕顔の死　重要古語の確認 別紙58添付

57 174 二次元コード 自社ページＵＲＬ 読み比べる・江談抄　重要古語の確認 別紙59添付

58 180 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『源氏物語』車争ひ　重要古語の確認 別紙60添付

59 184 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『源氏物語』葵の上の出産　重要古語の確認 別紙61添付

60 188 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『源氏物語』須磨の秋　重要古語の確認 別紙62添付

61 193 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『源氏物語』明石の姫君の入内　重要古語の確認 別紙63添付

62 197 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『源氏物語』女三の宮の降嫁　重要古語の確認 別紙64添付

63 201 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『源氏物語』柏木の懸想　重要古語の確認 別紙65添付

64 204 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『源氏物語』紫の上の死　重要古語の確認 別紙66添付

65 208 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『源氏物語』薫と宇治の姫君　重要古語の確認 別紙67添付

66 212 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『とりかへばや物語』父大納言の苦悩　重要古語の確認 別紙68添付

67 218 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『無名草子』清少納言　重要古語の確認 別紙69添付

68 220 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『無名草子』紫式部　重要古語の確認 別紙70添付

69 222 二次元コード 自社ページＵＲＬ 読み比べる・紫式部日記　重要古語の確認 別紙71添付

70 224 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『俊頼髄脳』歌のよしあし　重要古語の確認 別紙72添付

71 226 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『無名抄』深草の里　重要古語の確認 別紙73添付

72 228 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『毎月抄』本歌取り　重要古語の確認 別紙74添付

73 232 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『大鏡』菅原道真の左遷　重要古語の確認 別紙75添付

74 234 二次元コード 自社ページＵＲＬ 参考資料：『大鏡』の続き１「内裏の裏板」（左大臣時平） 別紙76添付

自社ページＵＲＬ
参考資料：『大鏡』の続き２「雷神となった道真」（左大臣時
平）

別紙77添付

75 235 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『大鏡』村上天皇と中宮安子　重要古語の確認 別紙78添付

76 238 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『大鏡』鶯宿梅　重要古語の確認 別紙79添付

77 240 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『大鏡』佐理の大弐　重要古語の確認 別紙80添付



番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

78 242 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『大鏡』三舟の才　重要古語の確認 別紙81添付

79 244 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『大鏡』道長と隆家　重要古語の確認 別紙82添付

80 246 二次元コード 自社ページＵＲＬ 官位相当表 別紙83添付

81 248 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『風姿花伝』　重要古語の確認 別紙84添付

82 251 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『去来抄』行く春を　重要古語の確認 別紙85添付

83 252 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『去来抄』下京や　重要古語の確認 別紙86添付

84 253 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『去来抄』発句論　重要古語の確認 別紙87添付

85 254 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『三冊子』風雅の誠　重要古語の確認 別紙88添付

86 256 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『難波土産』虚実皮膜論　重要古語の確認 別紙89添付

87 258 二次元コード 自社ページＵＲＬ 『源氏物語玉の小櫛』もののあはれ論　重要古語の確認 別紙90添付

88 262 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「推敲」　基本句形の確認 別紙91添付

自社ページＵＲＬ 参考資料：科挙 別紙92添付

89 263 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「呉越同舟」　基本句形の確認 別紙93添付

90 264 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「嬰逆鱗」　基本句形の確認 別紙94添付

91 265 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「知音」　基本句形の確認 別紙95添付

92 266 二次元コード 自社ページＵＲＬ 参考資料：張隠『文士伝』 別紙96添付

自社ページＵＲＬ 参考資料：『漢書』韓信伝 別紙97添付

自社ページＵＲＬ 参考資料：『易経』繫辞伝上 別紙98添付

自社ページＵＲＬ 参考資料：『史記』蔡沢列伝 別紙99添付

自社ページＵＲＬ 参考資料：『荘子』大宗師編 別紙100添付

自社ページＵＲＬ 参考資料：白居易｢倣陶潜体詩十六首｣其七 別紙101添付

93 268 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「鼓腹撃壌」　基本句形の確認 別紙102添付

94 270 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「莫敢飾詐」　基本句形の確認 別紙103添付

95 272 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「鶏鳴狗盗」　基本句形の確認 別紙104添付

96 276 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「背水之陣」　基本句形の確認 別紙105添付

97 280 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「雑説」　基本句形の確認 別紙106添付

98 282 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「黔之驢」　基本句形の確認 別紙107添付

99 284 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「売油翁」　基本句形の確認 別紙108添付

自社ページＵＲＬ 参考資料：『荘子』養生主編 別紙109添付



番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

自社ページＵＲＬ 参考資料：『荘子』天道編 別紙110添付

100 288 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「項羽、大いに怒る」　基本句形の確認 別紙111添付

自社ページＵＲＬ 「剣の舞」　基本句形の確認 別紙112添付

自社ページＵＲＬ 「樊噲、頭髪　上指す」　基本句形の確認 別紙113添付

自社ページＵＲＬ 「沛公、虎口を脱す」　基本句形の確認 別紙114添付

101 297 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「時　利あらず」　基本句形の確認 別紙115添付

自社ページＵＲＬ 「項王の最期」　基本句形の確認 別紙116添付

102 304 二次元コード 自社ページＵＲＬ 参考資料：『史記』高祖本紀 別紙117添付

103 306 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「独坐敬亭山」　基本句形の確認 別紙118添付

自社ページＵＲＬ 「秋風引」　基本句形の確認 別紙119添付

自社ページＵＲＬ 「磧中作」　基本句形の確認 別紙120添付

自社ページＵＲＬ 「除夜寄弟妹」　基本句形の確認 別紙121添付

自社ページＵＲＬ 「江村」　基本句形の確認 別紙122添付

自社ページＵＲＬ 「独坐敬亭山」　押韻確認問題 別紙123添付

自社ページＵＲＬ 「秋風引」　押韻確認問題 別紙124添付

自社ページＵＲＬ 「九月九日憶山東兄弟」　押韻確認問題 別紙125添付

自社ページＵＲＬ 「磧中作」　押韻確認問題 別紙126添付

自社ページＵＲＬ 「除夜寄弟妹」　押韻確認問題 別紙127添付

自社ページＵＲＬ 「江村」　押韻確認問題 別紙128添付

自社ページＵＲＬ 参考資料：漢詩のきまり 別紙129添付

104 310 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「不出門」　基本句形の確認 別紙130添付

自社ページＵＲＬ 「送夏目漱石之伊予」　基本句形の確認 別紙131添付

自社ページＵＲＬ 「不出門」　押韻確認問題 別紙132添付

自社ページＵＲＬ 「冬夜読書」　押韻確認問題 別紙133添付

自社ページＵＲＬ 「送夏目漱石之伊予」　押韻確認問題 別紙134添付

太宰府天満宮
https://www.dazaifutenmangu.or.jp/about/sugawa
ranomichizanekou

参考リンク：菅原道真と大宰府

古都大宰府保存
協会

https://www.kotodazaifu.net/ 参考リンク：古都大宰府

九州国立博物館 https://www.kyuhaku.jp/dazaifu/ 参考リンク：西都太宰府

https://www.dazaifutenmangu.or.jp/about/sugawaranomichizanekou
https://www.dazaifutenmangu.or.jp/about/sugawaranomichizanekou
https://www.kotodazaifu.net/
https://www.kyuhaku.jp/dazaifu/


番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

太宰府市日本遺
産活性化協議会

https://www.dazaifu-japan-
heritage.jp/intro/#step1

参考リンク：日本遺産太宰府

観世音寺 https://kanzeonji.net/ 参考リンク：観世音寺
105 318 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「織女」　基本句形の確認 別紙135添付

106 320 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「売鬼」　基本句形の確認 別紙136添付

107 322 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「買粉児」　基本句形の確認 別紙137添付

108 324 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「酒虫」　基本句形の確認 別紙138添付

109 332 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「論語」　基本句形の確認 別紙139添付

110 336 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「孟子」　基本句形の確認 別紙140添付

111 342 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「不顧後患」　基本句形の確認 別紙141添付

112 344 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「不若人有其宝」　基本句形の確認 別紙142添付

113 346 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「不死之道」　基本句形の確認 別紙143添付

114 348 二次元コード 自社ページＵＲＬ 参考資料：『荘子』山木編 別紙144添付

115 350 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「漁父辞」　基本句形の確認 別紙145添付

116 352 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「春夜宴従弟桃花園序」　基本句形の確認 別紙146添付

117 354 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「捕蛇者説」　基本句形の確認 別紙147添付

118 360 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「桃夭」　押韻確認問題 別紙148添付

自社ページＵＲＬ 「行行重行行」　押韻確認問題 別紙149添付

自社ページＵＲＬ 「責子」　押韻確認問題 別紙150添付

自社ページＵＲＬ 「石壕吏」　押韻確認問題 別紙151添付

自社ページＵＲＬ 「長恨歌」　押韻確認問題 別紙152添付

119 371 二次元コード 自社ページＵＲＬ 参考資料：『源氏物語』桐壺の巻 別紙153添付

120 374 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「老子」　基本句形の確認 別紙154添付

121 376 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「荘子」　基本句形の確認 別紙155添付

122 378 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「韓非子」　基本句形の確認 別紙156添付

123 382 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「管鮑之交」　基本句形の確認 別紙157添付

124 386 二次元コード 自社ページＵＲＬ 「壮士一たび去りて復た還らず」　基本句形の確認 別紙158添付

自社ページＵＲＬ 「図窮まりて匕首見はる」　基本句形の確認 別紙159添付

125 428(3) 二次元コード
サントリーホー
ルディングス

https://www.suntory.co.jp/eco/birds/encycloped
ia/

参考リンク：日本の鳥百科

https://www.dazaifu-japan-heritage.jp/intro/#step1
https://www.dazaifu-japan-heritage.jp/intro/#step1
https://kanzeonji.net/
https://www.suntory.co.jp/eco/birds/encyclopedia/
https://www.suntory.co.jp/eco/birds/encyclopedia/


番号 ページ 種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学習上の参考に供する情報
備 考

126 428(3) 二次元コード 自社ページＵＲＬ 参考動画：虫の鳴き声 別紙160添付

127 432(7) 二次元コード 自社ページＵＲＬ 参考動画：雅楽で使用する楽器 別紙161添付

128 434(9) 二次元コード 風俗博物館 https://costume.iz2.or.jp/ 参考リンク：日本服飾史

129 446(21) 二次元コード

立命館大学アー
ト・リサーチセ
ンター／京都市
平安京創生館

https://www.arc.ritsumei.ac.jp/archive01/theat
er/html/heian/

参考リンク：平安京オーバーレイマップ

https://costume.iz2.or.jp/
https://www.arc.ritsumei.ac.jp/archive01/theater/html/heian/
https://www.arc.ritsumei.ac.jp/archive01/theater/html/heian/
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